
文教民生委員会・分科会 会議記録 

    

１  期 日   令和５年３月13日（月） 

              午前９時26分 開会 

              午後３時32分 閉会 

２ 場 所   第２委員会室 

３ 出 席 委 員   委 員 長 岡本 昭治 

副委員長 米田 達也 

委  員  石田 清、上田 伴子、 

     小森 弘詞、竹中 理、 

西田 真 

４ 欠 席 委 員   田原 宏二 

５ 説 明 員   （別紙のとおり） 

６ 傍 聴 議 員   なし 

７ 事 務 局 職 員    主幹兼調査係長 小崎 新子 

８ 会議に付した事件    （別紙のとおり） 

                 

          文教民生委員長・分科会長  岡本 昭治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



文教民生委員会・分科会次第 

 

          日時：2023年３月13日（月）９:30 ～ 

                     場所：第２委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 （1）付託・分担案件の審査(別紙 議案付託表・分科会分担表) 

 ア 委員会審査   

 イ 分科会審査        

 

（2）分科会意見・要望のまとめ 

 

（3）委員会意見・要望のまとめ 

 

（4）その他   

 

 

４  その他 

  次回の委員会の開催について 

(1) 日時：３月 14 日（火）９時 30 分～ 

(2) 場所：第２委員会室 

 

 

５ 閉  会 



令和５年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第５号議案 豊岡市立神鍋野外スポーツ公園の指定管理者の指定について 

  第８号議案 豊岡市立東大谷野外活動施設の設置及び管理に関する条例を廃止す

る条例制定について 

  第９号議案 豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

  第10号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

  第12号議案 豊岡市立健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

  第17号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第５号） 

  第18号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第４号） 

  第19号議案 令和４年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

  第20号議案 令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第６号） 

  第21号議案 令和４年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

  第22号議案 令和４年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号） 

  第26号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

  第27号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

  第28号議案 令和５年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

  第29号議案 令和５年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

  第30号議案 令和５年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

  第31号議案 令和５年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

  第32号議案 令和５年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第16号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第25号議案 令和５年度豊岡市一般会計予算 

  第36号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 



令和５年３月定例会 

文教民生委員会・分科会 審査日程表（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 
予定 

時間 

３月13日（月） 

９：30～ 

第２委員会室 

 

 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

 

説明・質疑 

○分第25号議案 ⑤豊岡市一般会計予算 

 

 

 

 

９:30 

～ 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

説明・質疑 

○分第25号議案 ⑤豊岡市一般会計予算 

 

 

 

10：40 

～ 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

説明・質疑 

○分第25号議案 ⑤豊岡市一般会計予算 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第９号議案 豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例

制定について 

〇第10号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定について 

〇第26号議案 ⑤豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

予算 

〇第27号議案 ⑤豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

予算 

〇第28号議案 ⑤豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇第29号議案 ⑤豊岡市介護保険事業特別会計予算 

〇第30号議案 ⑤豊岡市診療所事業特別会計予算 

〇第31号議案 ⑤豊岡市霊苑事業特別会計予算 

〇第32号議案 ⑤豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

 

 

 

13：00 

～ 

 

【委員のみ】 

討論・表決 

○分第25号議案 ⑤豊岡市一般会計予算 

 

意見・要望のまとめ 

《第25号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第９、10、26～32号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ 

 

 

 

 

※ 説明、質疑が終了した部は退席し、次の部に移ります。 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、○（黒字）は文教民生委員会 付託

議案 



 

 

 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 
予定 

時間 

３月14日（火） 

９：30～ 

第２委員会室 

 

 

 

 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

【関係部署】 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第12号議案 豊岡市立健康増進施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例制定について 

〇第17号議案 ④豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第５号） 

〇第18号議案 ④豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

補正予算（第４号） 

〇第19号議案 ④豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第４号） 

〇第20号議案 ④豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第６

号） 

〇第21号議案 ④豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

〇第22号議案 ④豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２

号） 

 

説明・質疑 

○分第16号議案 ④豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

○分第36号議案 ④豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

 

《報告事項》 

○レインボーハウス（障害福祉サービス事業所等）の廃止につい

て  【社会福祉課】 

 

９:30 

～ 

 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第５号議案 豊岡市立神鍋野外スポーツ公園の指定管理者の

指定について 

〇第８号議案 豊岡市立東大谷野外活動施設の設置及び管理に

関する条例を廃止する条例制定について 

 

説明・質疑 

○分第16号議案 ④豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

 

 

・・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

10：50 

～ 

※ 説明、質疑が終了した部は退席し、次の部に移ります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

審査日程 
所 管 部 等 

名 
審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

予定 

時間 

 

３月14日（火） 

 

 

 

【関係部署】 

 

 

 

 

【委員のみ】 

 

《請願・陳情の審査》 

陳情第２号 公立豊岡病院日高医療センターのあり方についての

陳情書              【健康増進課】 

 

 

討論・表決 

○分第16号議案 ④豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

○分第36号議案 ④豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

 

意見・要望のまとめ 

《第16号議案、第36号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第５、８、12、17～22号議案：委員会審査意見、要望等のまと

め》 

 

 

《閉会中の継続審査の申し出について》 

 

《管外行政視察について》 

 

 

 

13：00 

 ～ 

 

 



【委　　員】

8 名

【当　　局】出席者に着色をしています。

7 名 6 名

欠席

11 名 9 名

【事 務 局】 合計 42 名

説明補助
佐伯補佐

生涯学習課長 旭　　和則 市民課参事 川崎　智朗

生涯学習課参事 土生田祐子 生活環境課長

上　田　伴　子

2023.3.13

地域コミュニティ振興部長 幸木　孝雄 市民生活部長 瀧下　貴也

地域コミュニティ振興部参事 米田　紀子 市民課長 惠後原孝一

成田　和博

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 岡　本　昭　治

職   名 氏　名 職   名 氏　名

委　　　員 小　森　弘　詞

委　　　員 田　原　宏　二

竹　中　　　理

委　　　員 西　田　　　真

委　　　員

副 委 員 長 米　田　達　也

委　　　員 石　田　　　清

委　　　員

城崎振興局 市民福祉課長 土岐　浩司文化・スポーツ振興課長 原田　泰三

竹野振興局 市民福祉課長 岡田　　貢文化・スポーツ振興課参事

西松　秩里

大岸　勝也

日高振興局 市民福祉課長 川端美由紀新文化会館整備推進室長 櫻田　　務

原田　政彦 教育次長 正木　一郎

社会福祉課長 大谷　賢司 教育総務課参事 宇川　義和

出石振興局 市民福祉課参事 内田　　完

職   名 氏　名 職   名 氏　名

出石振興局 市民福祉課長 川口　雅浩

教育総務課長 永井　義久健康福祉部参事 谷岡　慎一

日高振興局 市民福祉課参事

こども育成課参事 桒垣　敦子

職   名 氏　名

こども育成課参事 吉谷　孝憲

但東振興局 市民福祉課長 柏木　敏高

こども育成課参事

教育総務課参事 大谷　康弘

木之瀬晋弥

健康増進課長 宮本　和幸 こども教育課（こども育成課）参事 惠後原博美

定元　秀之

こども育成課参事 山本加奈美健康増進課参事 三上　尚美

議会事務局主幹兼調査係長 小崎　新子

河本　美佳

社会福祉課参事 丸谷　祐二

こども教育課長 和田　晃典高年介護課長

健康増進課参事 村尾　恵美  こども育成課長  吉本　　努

健康増進課参事 武田　満之

高年介護課参事 和田　征之 こども教育課参事

木村　弥江 こども教育課参事 森山　健二高年介護課参事

健康福祉部長

文 教 民 生 委 員 会 名 簿
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午前９時２６分 委員会開会 

○委員長（岡本 昭治） 少し時間が早いですけども、

皆さんがおそろいですので、始めさせていただきま

す。 

 今日は、大変お忙しい中、ありがとうございます。 

 今お話に出てましたように、今日からマスクの着

用は、自由ではないんですけど、個人個人にお任せ

するということになりますので、不都合な方は外し

ていただいて結構かなというふうにちょっと思っ

ております。 

 それと、３月議会ということですので、大変重要

な議案がたくさんあります。今日からその審議に入

らせていただくわけですけども、慎重審議していた

だきますようによろしくお願いをしておきたいと

思います。 

 それと、ちょっと着座させていただきます。田原

委員から欠席届がありましたので、ご報告しておき

ます。なお、当局からこども育成課の吉本課長の欠

席についての申出があり、許可しておりますので、

ご了承願います。また、当局から説明補助員として

こども育成課の佐伯課長補佐を、出席させたいとの

申出があり、許可いたしておりますので、ご了承願

います。 

 一般会計に関する予算関係審議につきましては、

予算決算委員会に付託され、当委員会は文教民生分

科会として担当部分の審査を分担することになり

ます。したがいまして、議事の進行は、委員会と分

科会を適宜切り替えて行いますので、ご協力のほう

をお願いいたします。 

 これより、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 今日と明日、２日間の審査の予定についてお知ら

せします。委員の皆さんについては、ＳｉｄｅＢｏ

ｏｋｓ上のフォルダー、文教民生委員会、２０２３．

０３．１３の中に配信しておりますので、審査日程

をご確認ください。 

 審査の順序は、そちらの審査日程表のとおり、議

案の順序を入れ替え、本日は、当分科会に分担され

た第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算に

ついて、説明、質疑を行い、その後、委員会付託さ

れた第２６号議案から第３２号議案までの各特別

会計決算、計７件と関連する第９号、第１０号議案

についての説明、質疑、討論、表決を行います。続

いて、委員のみで第２５号議案の討論、表決を行い、

分科会、委員会審査の意見、要望のまとめを行いま

す。 

 それと、明日につきましては、その他の案件の説

明、質疑、討論、表決を行い、最後に、議案全体に

ついての委員会、分科会審査の意見、要望の取りま

とめを行うこととしております。 

 以上、審査日程につきまして、ご異議ございませ

んでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしの声があります。

ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

 なお、本日の審査については、当局の説明は部単

位で行わせていただきます。まず、教育委員会、次

に、終わった後、地域コミュニティ振興部、続いて、

市民生活部、健康福祉部の所管部分についての審査

を行いますので、ご了承ください。 

 ここで委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時３０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３０分 分科会開会 

○分科会長（岡本 昭治） 引き続きまして、ただい

まより文教民生分科会を開会いたします。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するのではな

く、新規事業や前年度からの大きな変更のあった事

業、主要事業等、要点を簡潔に説明願います。また、

発言の際には、必ず最初に課名と名字をお願いいた

します。委員の皆さんには、スムーズな議事進行に

格別のご協力をお願いいたします。 

 それでは、教育委員会の所管部分についての審査

を始めます。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算を

議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出、続いて、所管に係る歳入、債務
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負担行為及び地方債の順でお願いいたします。説明

に当たっては、資料のページをお知らせください。

なお、該当のページを委員が開いたか確認をしてい

ただき、説明をお願いいたします。質疑のほうは、

説明後、一括して行います。 

 それでは、教育委員会のほうからお願いいたしま

す。 

 教育総務課、永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ９１ページをお願い

します。９１ページです。 

下段のほうをご覧ください。財産管理費になりま

す。教育総務課の予算は６８０万円余りでございま

すけれども、旧小学校が６施設、就学前施設が４あ

ります。合計１０施設を普通財産として管理をしま

す。 

 次に、２８１ページ、飛びます、２８１ページを

お願いします。中段に教育総務事務局費がございま

す。小・中学校の適正規模・適正配置計画に基づき、

校区別説明会を行います。小坂と小野は統合の説明

会ですし、但東地域は小中一貫校に向けた協議を始

めます。また、竹野地域施設一体型小中一貫校開設

準備委員会の中で、学校種別でありますとか、教育

課程、校名、校歌、校章などの検討を行います。 

 次に、２９３ページをお願いします。一番上の枠

になります。５行目に土地購入費がございますが、

弘道小学校のグラウンドの一部が借地になってお

りまして、安定的に利用するために購入するもので

ございます。 

 それから、一番下の枠をお願いします。投資委託

料の実施設計につきましては、三江小学校の長寿命

化と、竹野地域小中一貫校の整備に関しまして、小

学校部分の改良工事になります。 

 次に、２９７ページをお願いします。これは、下

のほうになりますが、中学校の学校施設整備費でご

ざいます。投資委託料の実施設計は、竹野地域の小

中一貫校の整備に向けた中学校部分の大規模改造

に係るものです。 

 その下の空調整備ですけれども、出石中学校の空

調整備につきまして、１９９７年の建築から２５年

が経過していますために、設定温度にならないなど

の能力低下が見られるために、機能停止に備えて更

新するものでございます。 

 次に、３０１ページをお願いします。３０１ペー

ジです。一番下になりますが、社会教育総務費です。

２０２３年度に設置される社会教育課では、仮称で

すけれども、社会教育基本計画を策定します。検討

委員会を設置して、社会教育における現状と課題を

把握した後、先進地視察、それから、スタートアッ

プ事業としまして、社会教育の方向性について講演

会等を計画しています。 

 次に、３４１ページです。一番上の枠になります。

賄材料費になりますけれども、今年度、２０２２年

度と同様に、物価上昇分６％、約１，６００万円を

公費で負担し、学校給食の食材を確保し、給食の質

を維持していきたいというふうに思っています。 

 次に、歳入になります。 

 ４１ページをお願いします。４１ページです。ち

ょうど真ん中辺りの中学校費補助金の中に、下から

２行目にあります学校施設環境改善交付金、これは

出石中の空調整備に係ります３分の１補助になり

ます。 

 次に、７３ページをお願いします。７３ページで

す。下から３つ目の枠に児童福祉施設整備事業債、

八条認定こども園につきましては、空調更新に係り

ます公共施設等適正管理推進事業債を充てるもの

でございます。 

 続きまして、７５ページをお願いします。７５ペ

ージです。下から２枠目でございますけれども、公

立小学校整備事業債の三江小学校につきましては、

長寿命化設計に係る公適債でございます。その下の

竹野小学校は、改築実施設計に係る過疎債を充てる

ものでございます。 

 その下の公立中学校整備事業債の城崎中学校は、

ランチルームのＬＥＤ化に係る過疎債を充てるも

のでございます。 

 次に、７７ページをお願いします。一番上の枠に

なります。竹野中学校の大規模改造に係る過疎債、

その下は、空調でございますが、出石中の空調整備
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に係る学校教育施設等整備事業債ということでご

ざいます。 

 最後に、１１ページをお願いします。１１ページ

になりますが、地方債の状況になります。先ほどの

歳入の中の説明と重複しますので、ご覧いただきた

いと思います。公立小学校整備事業債、それから、

公立中学校整備事業債でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） こども教育課の和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 初めに、歳出につ

いてご説明させていただきます。 

 資料の１３３ページをご覧ください。下から３分

の１の辺りの非認知能力向上対策事業費です。２０

２２年度から市内全ての小学１年生を対象に全市

展開を図っているところです。２０２３年度につき

ましては、クラウドファンディングで頂きました寄

附等を財源としまして、１年生に加えて、２年生に

つきまして、モデル校６校の６学級で実施をしたい

と考えております。 

 次に、２８５ページ、２８５です、をご覧くださ

い。２つ目の枠の中ほど、教育研修センター管理費

です。中学校の技術科におけるプログラミング教育

を推進するために、２０２３年度に新たに統一した

指導案の作成及びロボット教材の整備を行うこと

とし、８５万５，０００円を計上しております。 

 その下の枠の３行目、学校運営協議会の委員報酬

です。学校運営協議会を設置するコミュニティ・ス

クールにつきましては、２０２２年度までに３年間、

２校でモデル校として運営をしてきました。２０２

３年度には、全中学校区に拡大をして、９校で運営

をしたいと考えております。そのための人件費とし

まして１４万４，０００円、そして、２８７ページ

の下から３分の１辺りの学校・家庭・地域連携推進

事業費に５４万７，０００円の計６９万１，０００

円を計上しております。２０２２年度と比較しまし

て５２万円の増となっております。 

 ２８５ページにお戻りください。先ほどの学校運

営協議会委員の下のところになりますが、スクー

ル・サポート・スタッフの人件費です。教員の業務

の負担軽減のために配置するものです。２０２２年

度と比較しまして４名増の１２名を配置すること

として、１５０万円の増、４５０万円を計上してお

ります。 

 その下の中学校部活動指導員の人件費です。中学

校における部活動指導体制の充実と教員の負担軽

減のために配置するものです。２０２２年度と比較

しまして５名増の６名の配置を考えております。４

１２万円増の４９４万４，０００円を計上しており

ます。 

 そのページの下から３行目、学校振興事業費です。

２０２３年度に部活の地域移行の検討を行う部活

動地域移行検討委員会を設置します。その報償費と

しまして、委員謝礼に１５万４，０００円を計上し

ております。 

 続きまして、２８７ページをお願いします。上の

枠の下から４行目、スクールバス運行管理費です。

燃料費及び人件費の高騰、また、統合による合橋小

学校の増便等もありまして、２０２２年度と比較し

まして１，９０５万６，０００円増の８，９０７万

４，０００円を計上しております。 

 次に、歳入です。 

 ４１ページをご覧ください。上から２枠目、小学

校費補助金の上から４つ、３枠目、中学校費補助金

の上から３つがこども教育課分、それぞれの事業に

対する国庫の補助金となります。 

 ５３ページをご覧ください。上から３枠目、教育

総務費補助金、その下の小学校費補助金、中学校費

補助金がこども教育課の補助金となります。歳出で

説明しました部活動地域移行検討委員会の設置も

補助金の対象となりまして、補助率は３分の２とな

っております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） こども育成課。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） では、まず、１

８１ページをお開きください。説明欄、下枠２つ上

ですけれども、下段のほうにあります放課後児童ク

ラブ整備事業費２，６１４万円、これはあり方計画

に基づきまして、就学前施設の再編、統合に合わせ
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て放課後児童クラブを整備するものでございます。

この予算の中には、まず、１点目、２０２２年度末

に閉園する新田幼稚園を児童クラブの専用施設と

するための改修工事、こちら、工事費２，２０７万

円、工事監理費１３２万円を計上しております。さ

らに、２点目の事業といたしまして、２０２３年度

末に閉園します日高幼稚園を児童クラブの専用施

設とするための実施設計の予算２７５万円を計上

しております。 

 次、１８３ページをお開きください。１枠目の１

行目です。私立保育園等振興事業費でございます。

この中で、１１行目、物価高騰対策事業費でござい

ます。６２８万２，０００円を計上しておりまして、

これは昨年度に引き続きまして、給食に係る食材料

費の価格高騰に対する私立保育所への支援といた

しまして、上昇率相当分６％を想定しての補助を行

うものでございます。 

 その下、子ども子育て支援交付金等事業費でござ

います。同じく、私立保育所等に対しまして、経費

の一部を補助するもので、国県の補助要綱に基づい

て市負担分として補助するものでございます。 

 この中の枠内の下のほうですかね、保育環境改善

事業費でございます。９８５万円を計上しておりま

すが、この中の９１万円相当につきましては、保育

所等において新型コロナウイルスの感染拡大を防

止するため、職員が感染症対応策の徹底を図りなが

ら、保育を継続的に実施していくための必要な経費

や感染防止の備品を購入した場合の補助を行いた

いというふうに考えております。 

 その下段ですが、就学前教育・保育施設整備事業

費でございます。こちら、２億６０９万４，０００

円を計上しております。こちらにつきましては、同

じくあり方計画に基づきまして、蓼川保育園を認定

こども園に移行するための施設整備に対して、２か

年事業として補助するものの２年目でございます。 

 続きまして、１８５ページをお開きください。中

ほどの児童保育運営事業費でございます。こちら、

公立園に係る保育の経費となります。この中の上か

ら７行目でございますが、３，９３４万６，０００

円のうち、２１０万７，０００円については、給食

に係る食材料費の価格高騰対策として計上してお

ります。 

 続きまして、２８９ページをお開きください。説

明の下段の枠になります。認定こども園運営事業費

でございます。こちら、送迎用バスの園児の置き去

りを防止するため、車両１３台について安全装置を

導入する費用として、事業用備品に１０８万円、ま

た、私立園に対する補助金として１２６万円、合わ

せて２３４万円を計上しております。 

 歳出の主なものについては、以上となります。 

 続きまして、歳入のほうをご説明させていただき

ます。 

 ３７ページをお開きください。説明、３枠目でご

ざいます。国の補助に対する補助金でございます。

このページは、説明欄のうち、児童虐待防止対策支

援事業費補助金から、ページめくっていただきまし

て、３９ページの上から、最初の１行目ですね、保

育利用支援事業費補助金、１項目飛ばしまして、子

ども・子育て支援施設整備交付金から就学前教育・

保育施設整備交付金につきまして、これがこども育

成課分となります。この最後の就学前教育・保育施

設整備交付金につきましては、歳出のときにご説明

いたしました蓼川認定こども園の整備に対する国

の補助金となります。 

 続きまして、４７ページをお開きください。一番

下段の枠になります。児童福祉費補助金でございま

す。こちらの補助金、説明欄の１枠目の最後、放課

後児童クラブ整備事業費補助金までがこども育成

課分となります。 

 続きまして、７３ページをお開きください。市債

に係るところでございます。３つ目の児童福祉施設

整備事業債でございます。こちらにつきましては、

歳出でご説明いたしました蓼川こども園の整備事

業費に係る市債でございます。 

 歳入の主なものについては以上となります。 

 続きまして、債務負担行為をご説明いたします。

９ページをお開きください。項目２つ目、第３期子

ども・子育て支援事業計画策定業務でございます。
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これは、現在、第２期子ども・子育て支援事業計画

が令和６年度をもって終了するため、令和６年度中

に計画の改定作業を行うための費用として債務負

担行為による限度額を設定しております。 

 続きまして、１０ページをお開きください。地方

債でございます。こちらの（仮称）蓼川こども園、

こちらの分につきましては、歳出の説明とダブりま

すけれども、蓼川保育園を認定こども園に移行する

ための施設整備に対する補助に関するものでござ

います。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 それでは、説明は終わりました。 

 少し幅広い範囲になりますけども、質疑のほうを

よろしくお願いいたします。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か、確認の意味で教えて

いただきたいんですけど、１３３ページの非認知能

力の分で、今は１年生で、来年度は２年生、６校で

６学級ということでしたけど、この６校の学校名を

ちょっと取りあえず教えていただきたいのと、１年

生全体でやられた成果みたいなものを、どのように

子供たちが受け止めとるんか、それを通して、学校

サイドは非認知能力をして、子供の受け止め方を先

生としてどういうふうに受け止めておられるか。そ

して、２年生になるに当たって、どのような期待を

されているか。そういうのを含めて、ちょっと説明

をお願いしたいと思います。取りあえず、１点目。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） ６校につきまして

は、現在、学校のほうから希望を聞いておりまして、

その希望の中で、こちらのほうで決めていくような

形にしております。まだ、ちょっと決定をしていな

いと。６校募集しているんですけれども、それ以上

の希望が来ているというふうに聞いております。 

 それから、成果につきましてですけども、成果の

検証につきましては、青山大学の苅宿教授のほうに

委託をしまして、成果の検証をしていただいてます。

これの検証会議が来週２０日に研究の成果の検証

委員会のほうを行うように今準備をしていますの

で、ちょっとその結果をまたこちらのほうも確認を

していきたいというふうに思っています。 

 それから、子供と先生の受け止め方ですけれども、

まず、子供については、この今行っているプログラ

ムで、こちらが狙っているというか、コミュニケー

ションであったり、自制心とか、そういったことに

ついては、このプログラムだけではできないんです

けれども、これをほかの学校行事とか、そういった

ことにも活用しながら、成果を感じている、子供の

様子も変わってきたというふうに聞いています。感

想を見ましても、非常に難しいと思ったけども、何

かできるようになったとか、友達と協力してうまく

いってうれしかったとか、そういった子供の感想も

聞いてます。教師につきましても、やはりそういっ

た子供の姿が実際に見えてますので、非常に手応え

というか、そういったことも感じています。あと、

学校によっては、青山大学の検証のアンケートがあ

るんですけども、それを学校行事とか、授業とか、

そういったことにも活用しながら、そのプログラム

だけじゃないところで、子供の様子を評価している

と。ですので、例えば自然学校の前と後で比較する

と、非常に自主性とか、自制心とか、やり抜く力と

か、こういったものが伸びていると、そんな成果を

学校独自で検証していますので、学校としては、手

応えというか、成果を感じている、そんなふうにも

聞いています。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 募集中いうのは、６校募集さ

れて、それ以上ということで、反響はいいというこ

とで、またそれが決まったら教えていただきたいの

と、ほんで、検証結果もまた教えていただきたいと

思います。２０日ということでしたんで、それ以降

になると思いますけど、その結果も委員会のほうに

お知らせしていただければと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

 そして、子供たちも先生サイドも、非常にプラス

の方向で受け止められておるということで、非常に

ありがたいことだなと思っておりますけど、中には
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なじめん子もおるかも分かりませんので、その辺を

取りこぼさないように、その辺の配慮をしっかりと

お願いしたいなと思います。よろしくお願いします。 

 それから、スクール・サポート・スタッフの件な

んですけど、４名増で１２名ということでありまし

た。その辺ももっともっと増やさなあかんと思うん

ですけど、この辺の人員的なもんの人数はどんなふ

うに思われているのと、そして、中学校の部活動、

５人プラスになって６人ということですけど、その

辺の部活動の地域協力や何かもなかなか進んでな

いと思いますけど、現状と今後の見通しみたいな、

ちょっと簡単に教えていただければと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） まず、スクール・

サポート・スタッフにつきましては、できるだけ多

く学校のほうに配置をしていきたいという思いは

あるんですけれども、人材の確保が難しい。現状は、

学校のほうで地域の人材を見つけていただいて、配

置をしているといったような状況です。学校のほう

で、配置したいという希望があって、人材も見つか

ったというところが今１２校あるということで、そ

の１２校分の予算化をさせていただいたというと

ころです。 

 それから、部活動の指導員につきましても、これ

も人材の確保が非常に難しい中で、学校のほうで部

活動の指導員の配置の希望と人材が確保できそう

だというところが６名分ありましたので、６名分の

予算化をさせていただいたところです。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 説明ありがとうございました。 

 ちょっとスクール・サポート・スタッフのほうは、

学校のほうで人材を確保するということで、なかな

か厳しいもんがあるんだなと。実際に学校だけで分

からない面もあるんでしょうけど、その辺で大変だ

なと思っておるのが感想であります。 

 そして、中学校の部活動のほうなんですけど、な

かなか地域のクラブや何か、スポーツクラブや何か、

その辺もなかなかこういう田舎では難しいかなと

思っておりますけど、その辺の見通しはどんな感じ

でしょうかね。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 人材の確保という

面で、なかなか教育委員会で地域にどんな人材がい

らっしゃるかということは把握するのが難しい中

で、今、文化・スポーツ振興課のほうとも連携をし

たり、今後、部活動の地域移行に向けての検討委員

会を開きますので、そういったところで、それぞれ

の関係の団体にも入っていただきながら、情報収集

して、そういった指導に当たっていただける方であ

ったり、受皿になっていただけるような団体、そう

いったものをいろんな情報をいただきながら、配置

とか、受入れということを検討していきたいという

ふうに考えております。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） なかなか部活動のほうの地域

のほうの協力体制も豊岡におきましては整ってな

い状態であると思っております。なかなか厳しいと

ころはありますけど、中学校の先生方の負担軽減の

ためにもなりますし、子供たちもスポーツを一生懸

命やってもらえるような関係もありますので、外部

指導になって、子供たちのけがが増えたとか、そう

いうことがないように、その辺は万全の体制で取り

組んでいただきたいと思います。その辺は要望して

おきます。よろしくお願いします。 

 それから、委員長、もう１点だけ。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） 通園バスの件なんですけど、

２８９ページでしたでしょうかね、１３台というこ

とだったんですけど、補助額とか、その辺ちょっと

教えていただければと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 吉谷参事。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） 申し訳ありませ

ん、園ごとの補助額でございますか。 

○委員（西田  真） １３台とか何かおっしゃっと

ったんじゃないでしょうかね。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） １３台のどの園

のバスかということで。 

○委員（西田  真） いやいや、１３台を通園バス



 7 

で使っておるということだったんで、それに対する

補助をどうのこうのという説明じゃなかったでし

ょうか。私の聞き間違いだったでしょうかね。どう

だったでしょうか。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） いえ、バス１３

台に対する補助でございます。 

○委員（西田  真） 資料提供を委員長のほうに、

後で結構ですんで、出していただければと思いますけ

ど、委員長、いかがでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 後からですね、後ほど。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） はい、承知いた

しました。申し訳ございません。よろしくお願いい

たします。 

○委員（西田  真） 委員長、以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 今の関連の認定こども園、２

８９ページですけども、そのこども園さんのバスの、

防止のあれですけど、具体的にどんなふうに装置が

つけられるのかというのが教えてほしいのと、あと、

公立園と私立園さん、全部のこども園さんにそれを

設置されるのかというので、お聞きしたいのがまず

あります。あと、一部ちょっとお聞きしてるのが、

私立のこども園さんで自前で持ってないバスがあ

って、そのバスは借りておられると思うんですけど、

その補助は自前で持ってないと補助の対象にはな

らないのかどうかというのをお聞かせください。 

○分科会長（岡本 昭治） 佐伯課長補佐。 

○こども育成課長補佐（佐伯 勝巳） 通園バスの装

置、どのようなものをつけるかですけども、これは

厚労省のホームページにリストが出ています。今も

少し出てまして、今後も増えていくんだろうなとは

思ってます。その中で、一番簡易なものは、バスの

後方に何かブザーが鳴る装置をつけて、バスのエン

ジンを切ると、ブーって鳴るから、運転手が後ろま

で見に行って、そのブザーを止める。その過程で児

童がいれば、見つけられるでしょうと、そういう、

これは一番簡単なものです。もう一つ、ハイブリッ

ド型といいましょうか、その機能もあるんだけど、

さらに何かしら赤外線等で定期的に監視する。スイ

ッチ切ってからも何か動くものがあったら、見て、

ブーっと鳴る、クラクションか何かブーっと鳴るも

のがあって、外部に何かいるよというのを発信する、

そんな感じの装置です。どの装置をつけるかという

のはちょっとまだ決めてません。補助もありますの

で、補助金の額を有効に使えるように今後、リスト

の中でどれがいいのかというのを検討してまいり

たい、そのように考えております。 

 公立、私立、通園でバスを使っているところにつ

きましては、つけます。例えば港、竹野、合橋、こ

うのとり認定こども園ときよたき認定こども園、そ

ういうところですね。合計が１３台になると、そう

いうことでございます。自前で持ってない、例えば

きよたき認定こども園は、全但バスの路線バスを使

うわけですけど、そこは全但バスさんにつけてもら

うという形になります。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございました。 

 あと、聞いてるのが、何かグループでバスをずっ

と使ってて、所有じゃないので、補助の対象になっ

てないようなことって聞かれてますか。無認可の保

育園さんがバスを所有されてて、そこには何か補助

の対象にはなってないようにはお聞きしてるんで

すけど、何か聞かれてますか。 

○分科会長（岡本 昭治） 佐伯課長補佐。 

○こども育成課長補佐（佐伯 勝巳） 無認可のとこ

ろで、グループで使っているというのは、ちょっと

把握しておりません。補助の対象としては、今回の

予算では計上しておりません。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） はい。 

○分科会長（岡本 昭治） 石田委員。 

○委員（石田  清） ３点ほどお聞きします。 

 １点目ですが、ここには、こども園なんかの給食

費、給食関係の補助が入ってたと思うんですけども、

昨年度、電気代ですね、電気代が大変だというので、

市立でもそうですけど、私立についても補助をされ

たと思います。急激に１月上がったんですけども、

政府のほうで、事業者に対して助成をして、抑える
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と言ってるんですが、高止まりしていると、去年１

２月以前の状態で高止まりするんだと思いますけ

ども、その点について、今ここで電気代の補助とい

うようなことは、あるいは、市立については、補正

をするというような話があるんでしょうけども、考

えておられないのかどうか、まず、この１点お聞き

したいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 吉谷参事。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） 現時点では、私

立の電気代に対する補助は考えておりません。 

○分科会長（岡本 昭治） 石田委員。 

○委員（石田  清） 多分、経営上では頭を抱えて

おられると思いますので、そこら辺の状態をよく見

極めてほしいなというふうに思います。 

 ２点目です。先ほど弘道小学校のグラウンドにつ

いて、借りていた分があったんで、それを９００万

円ほどで買うというのがあったんですけども、学校

のグラウンドで借りてた部分というのが一番いろ

いろもめごとが多々起こるというようなことで、い

ろんな事例を見ます。弘道小学校の場合は、借りた

ということで、今度買われるというようなことなん

でしょうけども、そのほかの学校で、特にグラウン

ドなんでしょうけども、借りたままになってるとか

いうようなところはあるんでしょうか、それを把握

しておられたら、お願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 但東の資母小学校が

ございます。ここは、２０１９年度に地権者の方と

交渉しましたけれども、価格が折り合わずに、引き

続き借地ということで、ここは、将来的な課題もあ

るんですけども、今のところは難しい状況にありま

す。もう一つは、竹野小学校の敷地の中に借地がご

ざいます。ここはお寺さんの所有ということで、こ

こも、特に難しいお話はいただいておりませんけれ

ども、借地の状況があるということでございます。

ほかは、ほぼといいますか、弘道をもって小学校に

ついては解消するものというふうに思っています。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（石田  清） はい、分かりました。 

 もう１点、３点目ですけども、竹野小学校、過疎

債を使うというような話がちらっと聞こえたんで

すけど、竹野小学校の場合の財源構成、それをちょ

っと教えていただきたいなと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。永井課

長。 

○教育総務課長（永井 義久） 竹野小の改良工事と

いうことでよろしいでしょうか。 

○委員（石田  清） はい。 

○教育総務課長（永井 義久） 地方債が、過疎債で

すけども、ございますのと、その他も一般財源とい

うことで、過疎のほうは充当率が１００で、交付税

措置率が７０ということですので、過疎以外はもう

一般財源でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 石田委員。 

○委員（石田  清） ちょっと私も勘違いしとるの

かもしれませんけども、小学校建てるんだったら国

庫補助が相当高率であって、その補助裏で使うとい

うのが普通だろうと思うんですが、全額過疎債であ

るというのはどういうことなんでしょう。 

○分科会長（岡本 昭治） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 今回については、実

施設計ということですので、工事費につきましては、

また該当年度におきましては、有効な補助がありま

したら、それを活用させていただきたいというふう

に思います。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ２点ほど。先ほども出てまし

たスクールスタッフのことですけども、これについ

ては、２０２３年度、人数を増やされるということ

で、大変いいと思うんですけれども、スクールスタ

ッフさんの仕事の内容については、各小学校とかに

ついて、ちょっとばらつきがあるような感じがする

んですけれども、何か現場の方とのそういう調整会

議というんですかいうのを、そういうこととか、ま

た、先生たちにおいても、自分で全部抱えてた仕事

をサポートしていただかれるんで、なかなか仕事の
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整理が難しいと思うんですけれども、何かあったら

お願いします。一つはそれです。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） スクール・サポー

ト・スタッフの業務につきましては、授業の準備、

それから、印刷とか、それと、あと、新型コロナウ

イルスの関係で校内の消毒とか、そういった業務が

ございます。本来、いなければ、学校の教員が消毒

したりというところを補っていただいているとい

うことですので、各学校でどういった業務を行って

いただくのが、補助していただくのが一番効果的な

のか、そういったことを踏まえて、各学校でスクー

ル・サポート・スタッフの方への業務を割り振って

いるといった形になります。ですので、統一してこ

の業務を全部の学校でというような形は取ってな

いんですけれども、各学校ごとに一番効果的な活用

の仕方をお願いしているところです。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 私の聞いた話の中に、先生た

ちはすごく忙しそうにしておられるんだけど、なか

なかもっと手伝ってあげたいけれど、何か手の出す

ところがどこまでかというのがなかなか分かりに

くいというようなことも聞いたので、やっぱり先生

たちの仕事量をサポートするんであれば、そこら辺、

スクールスタッフさんを上手に使って、業務量が少

しでも減るように、また伝達をお願いしたいと思い

ます。 

 それから、２点目です。ちょっと４７ページかな、

放課後児童クラブなんですけれども、順次、幼稚園

の統合、廃止とかで、そこを整備されていくんで、

そこが専用施設となっていくという、幼稚園のこと

については、ちょっと残念だけども、学童、児童ク

ラブについては、大変ありがたいかなと思うんです

けども、その点において、今は、当面、何校分が専

用施設になっていくようになるんかというのんと、

それから、あと、児童クラブの申込みの人数におい

て、待機とかは今はどんなような状況なのか、その

２点お願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） 佐伯課長補佐。 

○こども育成課長補佐（佐伯 勝巳） まず、待機の

ほうでございます。現在、申込みがあって、決定通

知出したところでございます。徐々に、場合によっ

ては辞退される方もいらっしゃるわけですけども、

今現在としての見込みとしては、４月１日時点での

待機は４人となっております。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 吉谷参事。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） 幼稚園の閉園に

伴いまして、今後、専用施設になるところでござい

ますが、２０２３年度につきましては、まず、新田

の幼稚園舎を専用施設へ改修する予定としており

ます。あと、神美につきましても、今年度末で閉園

するんですけれども、若干ちょっと改修内容の精査

が必要になりましたので、来年度中に精査完了すれ

ば、できれば来年度中に実施できる方向で調整をし

たいなというふうに考えております。それ以降でご

ざいますが、日高幼稚園の閉園に伴いまして、そち

らにつきましても、専用施設へと移行する予定とし

ております。あと、予定をしておりますのが出石幼

稚園、福住幼稚園、寺坂幼稚園、こちらも幼稚園の

閉園に合わせまして、専用施設へ移行する計画とし

ております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そういうところにおいては、

確かにトイレの改修とか、いろいろしてもらえるの

で、大変ありがたいと思います。やっぱり幼稚園の

子供が使ってたトイレというのは、小学校の子供た

ちにはなかなか使えない感じのものもありますの

で、いろいろと小学校の子供たちが使いやすいよう

に改修をよろしくお願いします。 

 それから、待機ですけども、４人といえども、そ

の方たちは本当に困っておられると思いますので、

ぜひとも少しでも早く児童クラブに入れるように

お願いしたいんです。 

 それと、それから、もう１点、今、私が相談を受

けた中で、なかなかちょっとした発達障害があって、

保育園のときには見てもらえれたんだけども、児童

クラブに行くに際しては、やっぱり加配とか、そう

いう点で児童クラブのほうはそういう方が配置さ
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れてないので、結局その方は児童クラブのほうには

行けなかったんですけれども、そういうような事案

というのは何点かありますか。 

○分科会長（岡本 昭治） 佐伯課長補佐。 

○こども育成課長補佐（佐伯 勝巳） まず、児童ク

ラブに入れる条件としまして、日常生活が自身で営

めることというのがございます。あと、集団生活に

入っていくわけですので、例えば一人でだあっと外

に出ちゃうとか、そういうことがあっても困ります

ので、そういった条件がございますので、今回、こ

の春に向けましても、お断りした事例はございます。

以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

 そういう現場におった経験からいきますと、大変

分かりづらいお子さんもあるので、ボーダーライン

といいますか、その障害と認定されてなくても、分

かりにくいお子さんもありますし、そこら辺の判断

をどうするんかというところが大変微妙なところ

なんですけども、親にしたら、保育園とかではしっ

かり見てもらってたのに、何で児童クラブでは断ら

れるんだろうというような疑問も持っておられる

方もありますので、やはり何とか将来的にはそうい

う方も見れるような加配をつけるとか、そういう方

向性に持っていただけたらなと思います。これは希

望です。意見です。 

○分科会長（岡本 昭治） 米田委員。 

○委員（米田 達也） すみません、先般、一般質問

のときにも上げさせていただきました竹野小・中学

校の義務教育学校としての移転で７，２０５万５，

０００円、小・中合わせて実施設計本年度予算が含

まれてるんですけれども、質問の際も言わせてもら

いましたけど、義務教育学校としてぜひ推進してい

っていただきたいというのは確かにございます。た

だ、当初から出てます移転後の跡地をどうするんだ

というところで、これまで塚本部長は、公共施設マ

ネジメント推進室が所管でというような答弁があ

ったんですけども、これまでにそういう調整って、

教育委員会サイドのほうから、地域から出ている声

にということで、検討ですとか、そういう意見のす

り合わせですとか、そういう調整の場というのは開

かれてこられましたでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 公共施設マネジメン

トもそうですし、スポーツ振興課とのやり取りもご

ざいます。小中一貫校にするに当たって、教育委員

会では、ちょっといろんな課題を持っております。

プールにしてもそうですし、それから、いろんな地

域説明の中で、ご質問が出る可能性があるので、話

も常に共有をさせていただいておるということが

ございます。それから、ほかの学校ですけれども、

学校を廃校になる、事前に検討ができないかという

ことがございましたけれども、中の庁内利用につい

ては、統合というか、廃校になるまでに中でそうい

う照会をかけたりしておりますし、すぐにかかれる

ようにといいますか、プロポーザルして、かかれる

ように、中の利用があるかどうかというのを問い合

わせた上で、廃校になった後にすぐサウンディング

して、プロポーザルという流れにできるような中の

調整は、できることは進めております。それから、

事前という意味では、学校の測量ですね、境界であ

りますとか、そういう確定をする必要がありますの

で、その準備も廃校が決まるまでの間の年に進めて

おいて、すぐにスタートかかれるような準備はやっ

ています。庁内連携と、そういう整備上の準備は行

っているという現状がございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 米田副委員長。 

○委員（米田 達也） 庁内で協議いただいてるとい

うのはよく分かるんですけど、結局、地域の住民に

とってみたら、一から、この話が出たときからずっ

と事あるごとに言ってこられたことに対して、市の

ほうはどういう考えでおられるかということが伝

わってないということは、実際は何もしてないに等

しいということだと思うんです、伝わってないとい

うことがね。今後、本当にこれから実施設計入って

進んでいく段階で、跡地に関しても検討の協議会、

会議を開いていくということでしたんで、くれぐれ

も今後とも所管がどうのとかじゃなくて、本当に一
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緒になってやってもらうという姿勢で臨んでいた

だきたいということです。それは本当にお願いをし

ておきたいなと思いまして、ちょっとどうしても、

本当言ったら、公共施設マネジメントがおられて、

そこに言うべきだとは分かってるんですけど、ここ

でしかちょっと発言する機会がないもんですから、

それはくれぐれもお願いをしておきたいと思いま

す。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） どうですか。永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 統合準備であります

とか、小中一貫校の準備の中で、地域の方や、それ

から保護者の方から直接意見聞きますのは教育委

員会のほうですので、そこは我々は人ごとではなく、

やっぱり全体のことをそういう思いをお聞きしと

る立場でありますので、しっかり他の部署に関わる

ことではございますけれども、そこは一緒に検討を

進めるような話は、今後引き続き対応していきたい

というふうに思っています。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。 

○委員（米田 達也） お願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 以上で教育委員会に関わる令和５年度一般会計

予算の説明及び質疑は終了しました。 

 当局の職員の方は退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 分科会を暫時休憩します。再開は３５分。 

午前１０時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３４分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、休憩前に引き

続き、分科会を再開します。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するのではな

く、新規事業や前年から大きな変更のあった事業、

主要事業等、要点を簡潔に説明願います。また、発

言の際は、必ず最初に課名と名字をお願いいたしま

す。 

 それでは、地域コミュニティ振興部の所管部分に

ついて審査を始めます。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算を

議題とします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出、続いて、所管に関わる歳入、債

務負担行為及び地方債の順でお願いします。説明に

当たっては、資料のページ番号をお知らせください。

なお、該当のページを委員が開いたか確認しながら

説明願います。質疑は、説明の後、一括して行いま

す。 

 それでは、地域コミュニティ振興部、お願いいた

します。 

 生涯学習課、旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、私からは、

生涯学習課が所管する予算のうち、図書館を除く主

な内容についてご説明をさせていただきます。 

 予算書のほうは１２３ページをご覧ください。 

下の枠の１行目でございます。人件費です。この

人件費につきましては、外国人市民の相談窓口の拡

充に向けて、相談員を新たに雇用するため、９８万

３，０００円を計上しております。詳細については

今後詰めますが、週３日勤務で、居住者が多く、こ

れまでの相談状況などから、タガログ語を話せる方

を予定をしております。相談窓口では、転入者の方

にごみの出し方など、生活オリエンテーションなど

も実施してまいります。 

 続いて、予算書１２５ページをお願いいたします。

説明欄、中段より少し下でございます。子どもたち

が豊岡で世界と出会う音楽祭開催事業費について

ご説明をいたします。９回目を迎える２０２３年の

音楽祭は、５月３０日火曜日から６月４日日曜日の

６日間、市内各所で２８の企画を実施いたします。

主なものとしては、子供たちのためのコンサート、

学校訪問コンサート、街角コンサート、通しで行わ

れる稽古堂イブニングコンサート、最終日にはキッ

ズコンサート、ファイナルコンサートが予定されて

います。これらの経費として、事業委託料６００万

円をはじめ、計７００万円を予算計上しております。 

 続きまして、予算書、少し飛びます、３１１ペー

ジをお願いいたします。説明欄、一番上の枠でござ
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います。９行目、竹野青少年野外活動施設管理費は、

３月末をもって廃止予定である東大谷野外活動施

設、通称たけのこ村でございます。これについて、

事業用地としてお借りしていた土地を所有者にお

返しするため、測量を予定しております。そのため

の業務委託料として８６７万７，０００円を予算計

上しております。 

 続いて、予算書３２３ページをお願いいたします。

説明欄、上の枠でございます。上の枠の下から８行

目、植村直己冒険館管理費でございます。その一番

下に著作権料というのがございますが、この８８万

円は、植村直己冒険館で使用しております映像の使

用許諾について、２０２３年１２月３１日で契約期

間が終了するため、契約の延長手続を行うものです。

契約期間は２０２４年１月１日から２０３３年１

２月３１日までの１０年間としております。 

 続きまして、歳入についてご説明をいたします。 

 予算書のほうは４１ページをお願いいたします。

説明欄、上から４つ目の枠、５の社会教育費補助金

のうち、３つ目の文化芸術振興費補助金８３３万５，

０００円のうち、子どもたちが豊岡で世界と出会う

音楽祭に２０７万円、市民プラザ事業費に１８６万

７，０００円を財源に充てるものです。 

 続いて、予算書５９ページをお願いいたします。

説明欄、一番下の枠です。財政調整基金繰入金のう

ち、４９３万円は子供たちが豊岡で世界と出会う音

楽祭の財源として繰入れをいたします。 

 続いて、７１ページをお願いいたします。下から

１７行目でございます。市民プラザ自主事業助成金

２４０万円は、市民プラザ事業の財源に充てるもの

でございます。 

 説明は以上です。 

 続いて、図書館についてご説明をいたします。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） ３１３ページをご

覧ください。中段になります。図書館管理費のさら

に８段下に、手数料７３万６，０００円計上してお

りますが、６６万９，０００円は、セルフ機、セル

フ貸出機を３機導入する際の初期導入費です。コロ

ナになりまして、非接触による貸出しを進めるため

に、貸出件数が多い本館２機、日高１機を設置する

予定にしております。 

 続きまして、３１５ページをご覧ください。上段

です。図書館の整備事業になりますが、電子書籍導

入のために、一番上の手数料１１４万９，０００円

のうち、７７万円が初期導入費、データ使用料１５

４万９，０００円は電子書籍使用料、それから、ク

ラウド使用料４９万５，０００円、合わせまして２

８１万４，０００円が電子書籍導入のために計上す

る費用となります。初回の導入といたしましては、

タブレットでの読書の環境が整っている学校向け、

特に小学校高学年、中学生を対象とする予定にして

おります。 

 歳入については、例年どおりです。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 文化・スポーツ振興課、

原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私のほう

から、まず、スポーツのほうを説明をさせていただ

いて、この後、文化芸術のほうにつきましては、大

岸参事のほうから説明をいたしますので、よろしく

お願いします。 

 大きく増減している主な事業についての説明に

なります。 

 まずは、歳出でございます。 

 ３３１ページをお開きください。説明欄の下から

１５行目、２項目めになるんですけども、学校開放

事業費でございます。本年度につきましては、五荘

小学校の夜間照明のＬＥＤ化をもう間もなく竣工

ということでしておりますので、その分が前年度か

ら２，３６０万４，０００円減となっております。 

 その下のボート推進事業費というのがございま

す。これにつきましては、日本ローイング協会の事

務局のほうに照会をさせていただいたところ、国内

での合宿というのは９月以降に実施の予定なんだ

と。ただ、その時点では計画がちょっと具体的には

未定だというようなことがありましたため、これに

ついては減額としております。それから、本年度実

施しました全国新人競漕大会という、城崎であった、

あれは隔年実施ということなので、その分の補助金



 13

の６０万円が減額となっておりまして、前年度当初

よりは１８１万５，０００円の減額となっておりま

す。 

 それから、３３３ページの説明欄、２枠目のとこ

ろ、出石の海洋センターの管理費です。本年度、温

水プールの部分の改修をしておりまして、年度末ま

でに完成というふうなことがありますが、来年度に

つきましては、そういった工事というのがございま

せんので、６，４１９万４，０００円減となってご

ざいます。 

 続きまして、上から１３行目、ちょうど真ん中よ

り少し上、同じ３３３ページでございますが、豊岡

総合体育館管理費というのがございます。前年度当

初より４億１，７５８万８，０００円増額となって

ございますが、皆様、ご承知のとおり、長寿命化改

修工事の関係でございまして、この工事の財源につ

きましては、緊防債、公適債、それから、公共施設

整備基金、スポーツ振興くじの助成を活用して行う

ものでございます。内容的には、天井の改修、照明

のＬＥＤ化というようなことで、非常に機能を強化

するというような内容でございます。 

 続きまして、３３５ページでございます。ちょう

ど真ん中よりやや下辺り、こうのとりスタジアムの

管理費というのがございます。これにつきましては、

経年劣化しておりますバックネットフェンスのポ

ール、それから、観覧席のフェンスなんかの修繕工

事を行いたいということで、前年度当初の管理費の

予算額より１，９７０万２，０００円の増額となっ

ております。この工事にも公適債を活用します。内

容的にはフェンスのポールの再塗装、支柱の修繕と

いうふうなことになります。安全対策ということで

行います。 

 続きまして、３３７ページでございます。説明欄

の３つ目、植村直己記念スポーツ公園管理費という

のがございます。これにつきましても、テニスコー

トが非常に劣化しておりまして、プレー部分の人工

芝の張り替えを行いたいというようなことで、テニ

ス協会のほうから要望もありまして、そういったよ

うなことから、増額となってございます。この工事

にも公適債を活用するというようなことでござい

ます。 

 続きまして、その次の次ぐらいに神鍋野外スポー

ツ公園管理費というのがございます。これにつきま

しては、いわゆるドーム棟を除いたところが豊岡市

の所管ということになってございまして、非常に芝

生をきれいに整備していてくださっておりまして、

大学の合宿だったりとか、サッカーやそういったも

のの利用が多いですけども、そこの芝生のグラウン

ドの整地用スポーツトラクターの購入と、それから、

シャワー室内の換気窓の修繕に要する費用を予算

計上しておりまして、６４０万８，０００円の増額

となってございます。 

 なお、これまで指定管理施設、幾つか文化・スポ

ーツ振興課で所管しておる施設があるんですけど

も、その指定管理者等々のやり取りの中で、一連の

電気代等の値上げに伴う光熱水費の増額への対応

についても、状況を聞き取って、その実績を踏まえ

て、それぞれ予算に反映しているものになってござ

います。ちょっと説明は省略します。 

 続きまして、歳入でございます。 

 今度は６０ページをご覧ください。中段辺りに１

６番、公共施設整備基金ということで、公共施設整

備基金繰入金というのがございます。この総額のう

ち、２，３２８万円につきましては、総合体育館の

長寿命化分となってございます。 

 続いて、７１ページでございます。下から１５行

目、事業助成金という項目がございまして、説明欄

に、スポーツ振興くじ助成金というのがございます。

これにつきましては、このうち８，０００万円が総

合体育館の長寿命化の財源として、それから、残り

が陸上競技場の風速計を購入するための助成金と

いうふうになってございまして、それの申請額を計

上しております。 

 それから、最後に、地方債でございます。 

 １１ページの欄のところの下から５行目に、保健

体育施設整備事業費というのがございますが、この

植村直己記念スポーツ公園、こうのとりスタジアム、

総合体育館につきましては、各事業費に係る限度額
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を記載しておるものでございます。 

 文化・スポーツ振興課のスポーツ係のほうの説明

は以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 昨年度

予算から大きな増減額をしているもののみについ

てご説明をさせていただきます。 

 まずは、１２５ページをお開きください。下段、

文化芸術創造交流事業費につきまして、市内小学校

２年生を対象に実施していますサンタクロース会

議の実施の方法、それから、会場などを精査、見直

しを行いました。また、市内で実施されている文化

芸術の周知を目的として実施している豊岡アート

シーズンについて、広報媒体を一部ウェブに変更す

るなどの見直しを実施し、次年度より１５８万７，

０００円の減額としております。 

 続きまして、３０３ページ、３０４ページをご覧

ください。表一番下の行です。ひょうご演劇祭実行

委員会負担金についてです。県下各地で年間を通じ

て演劇、合唱、音楽、民俗芸能などが実施される県

主体の事業で、次年度につきましては、本市で演劇

を実施するものです。実行委員会の負担金として４

０万円を計上いたしております。 

 続きまして、３０４ページ、同じく、をお開きく

ださい。下段、文化財保護費についてでございます。

７，０３８万１，０００円減額となっておりますが、

大きな要因といたしましては、但馬国府、国分寺跡

の用地買収が今年度、２０２２年度で終了しており

ます。前年度より５，０００万円の減額となってお

ります。また、県指定文化財の雷神社本殿修繕が終

了し、６００万円の減額が大きな要因となっており

ます。 

 続きまして、３１４ページをお開きください。市

民会館等管理費ですけれども、７９２万４，０００

円、全体で減額しております。大きな要因といたし

ましては、今年度実施しました舞台のつりものの修

繕７５０万円ほどと、例年委託しておりました神戸

国際会館への舞台操作の技術研修、指導というのを

見直しいたしまして、約５０万円減額したものです。 

 続きまして、３１８ページをお開きください。市

民会館等自主事業費です。全体で１，１３５万円の

増額となっております。これにつきましては、２０

２２年度予算につきましては、コロナ禍のため、当

初から事業を縮小いたして予定をいたしておりま

した。２０２３年度につきましては、コロナ前の事

業の予定に戻して、事業を組んだために、２０２１

年度同額ぐらいで予算を計上させていただいてお

ります。例年では大体２，０００万円弱の予算を計

上させていただいておりました。これに伴いまして、

自主事業の入場料の収入につきましても、２０２２

年度は２３３万１，０００円を予定いたしておりま

したが、２０２３年度は１，０７２万６，０００円

と、およそ８４０万円の収入増を見込んでおります。 

 次に、同じく３１８ページで、博物館等管理費で

す。１，０１７万８，０００円増額と全体でなって

おります。大きな要因といたしましては、電気代等

の値上げによる光熱水費の増額分が歴史博物館、美

術館、モンゴル博物館の３館合わせて５２０万円の

増額となっています。 

 また、３２３ページ、少し飛んで３２３ページを

ご覧ください。美術館の管理費なんですけれども、

２年に一度の全館館内薫蒸の業務を実施すること

としておりまして、維持管理委託料といたしまして

１３０万円を計上させていただいております。 

 ほかの歳出予算、歳入予算につきましては、昨年

度と大きな差異はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 新文化会館整備推進室、

櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） それでは、

今年度の事業内容についてご説明させていただき

ます。 

 まず、歳出、３２６ページ、３２７ページになり

ます。一番下のますになります。新文化会館整備事

業費でございます。まず、報償費、費用弁償という

ことで、管理運営計画の策定に向けて設置する検討

委員会の運営に係る経費をここで計上させていた

だいております。 



 15

 次のページをお願いします。３２８、３２９ペー

ジになります。まず、上の段２つ目でございます。

手数料１０８万４，０００円でございます。これに

ついては、工事着手に向けて建築確認申請など、関

係法令の申請手数料ということになります。 

 その下、投資委託料、土壌対策工事に係る現場の

施工監理費を上げさせていただいております。 

 その下、業務委託料になります。工事を進めてい

く中での現場での技術支援業務と管理運営計画の

策定支援業務になります。 

 一番下の整備工事費でございます。工事の期間を

約２年半と想定しております。初年度となる来年度

につきましては、年度内に完了予定の土壌対策工事

費と遊具の移設工事費の全額と、建築、電気設備、

機械設備、舞台設備工事費の前払い金相当額を計上

しております。 

 続いて、歳入でございます。 

 まず、基金でございます。予算書の６０ページ、

６１ページをお願いします。１６番、公共施設整備

基金繰入金でございます。このうちの１億１，８６

０万円を繰り入れさせていただきます。 

 その下、１９番、森林環境基金繰入金でございま

す。これについては、県産木材の利用促進に係る工

事費の前払い金相当額で３，９００万円繰り入れさ

せていただきます。 

 次に、市債でございます。７６ページ、７７ペー

ジをご覧ください。上から２つ目のますになります。

新文化会館整備事業債でございます。これは公共施

設等適正管理推進事業債としまして、歳出のほうで

ご説明しました投資委託料と基金を繰り入れる県

産木材利用促進費以外の工事費の前払い相当額分

の充当率９０％ということになります。１０億１，

７１０万円ということになります。 

 続いて、債務負担行為です。９ページをお願いし

ます。９ページの債務負担行為です。下から２つ目

のます、新文化会館整備事業です。先ほどもご説明

しましたとおり、工事期間を約２年半と想定してお

ります。それで、２年目、３年目になります令和６

年度と令和７年度の工事費と、建設工事の施工監理

業務費として４６億５，４４８万円を限度額として

設定しております。 

 最後に、地方債でございます。１１ページをご覧

ください。下のほうになります。新文化会館整備事

業債として１０億１，７１０万円を計上しておりま

す。 

 以上をもちまして地域コミュニティ振興部の説

明を終わります。 

○分科会長（岡本 昭治） 以上ですかね。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと確認です。１２３ペ

ージの人件費でタガログ語ということで、受付のと

ころに週３日ということでありましたけど、現在何

か国ぐらい対応できてるんか教えていただきたい

と思います。そして、タガログ語というのは、保育

園の方が多いんかなと思っておりますけど、そうい

うことで、タガログ語の対応ということでしょうか、

その辺、確認させてください。 

 もう１点、３３１ページの学校開放のグラウンド

照明のＬＥＤのことで話をされましたけど、ほかの

学校の照明は現在どんな状況か、その２点、教えて

いただけばと思います。 

 もう１点、ごめん、３３７ページの植村直己記念

スポーツ公園のテニスコートの補修１，３００万円、

どんな補修でこの１，３００万円と大きな金額にな

るか、その辺も確認させてください。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） まず、この人件費で

ございますが、言語の対応は、現在、多文化共生推

進員１名配置しておりまして、その方、英語での対

応となります。あと、庁内に多言語対応の端末がご

ざいまして、それで、ＶｏｉｃｅＢｉｚというのと、

それから、いろんな言語に変換できる端末がござい

まして、それを使って今のところは対応しておりま

す。あと、みえる通訳いいまして、端末上で３者が

会話ができるような端末を使って、ほかの言語につ

いては、英語以外の言語については、そういった対
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応をさせていただいております。 

 それと、もう１点、フィリピンの方が多いという

こと、相談……。 

○委員（西田  真） でしょうかという話です。 

○生涯学習課長（旭  和則） そうですね。今まで

のいろんな生活相談ですとか、そういったことを見

てみますと、やはりフィリピンの方、今、全体では

１，０００人弱ぐらい、外国人の方いらっしゃるん

ですけれども、ベトナムが第１位にはなるんですが、

ここは大体技能実習になりまして、企業にというこ

とが多いので、企業の方がついてこられるケースが

多々あります。一方、フィリピンの方の場合は、も

うこちらに永住者として定住しておられる方も多

いので、そういったところで、一番相談というのが

多いだろうと。実際に相談も幾らかございましたの

で、まず、最初としては、このタガログ語を話せる

方を採用して、フィリピンの方を重点的に相談業務

に当たっていきたいなというふうに考えておりま

す。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 学校照明

の夜間照明の関係と植村直己公園のことでご質問

いただきました。 

 まず、学校の夜間照明なんですけども、五荘、生

徒もちょっとずつですが、増えたりとかいうような

ことで、利用者も多いというようなことで、やりま

した。基本的には、利用の件数が多いか少ないかと

か、そういった地域バランスみたいなことも考えて

ＬＥＤ化を進めていくという計画になっておりま

して、例えば小学校、豊岡地域でしたら、次、優先

されるのは、やはり八条小学校が利用も多くて、生

徒も多い。城崎は、学校がそもそも少ないので、城

崎中学校の照明というのが１９９０年頃にできて

おりますので、今後またそういった形で維持をして

いかなくてはならないので、ＬＥＤ化を図っていく

というふうなことで、地域のバランスを考えて、あ

と、利用者の推移、それから、子供さんの数も勘案

して、ある程度集約化といいましょうか、そういう

形で精査をしながら、確実に進めていくというよう

な内容になってこようかと思います。 

 それから、植村直己公園のほうでございますが、

非常に劣化しているということで、これはテニス協

会さんなんかとも相談させていただいて、いわゆる

プレー部分の芝の張り替えというようなことでご

ざいます。全面を張り替えるんではなくて、プレー

部分の芝の張り替えというふうなことで行うとい

うようなことでございます。 

 簡単ですけど、以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、ありがとうござ

いました。 

 タガログ語ということで、あとは、多言語の機器

を使ってやるということで、今はいろんな国の方が

来られておるようですんで、その辺の対応をしっか

りできるような体制で今後もやっていただきたい

と思っておりますので、窓口に来て、対応ができな

いということがないようによろしくお願いしとき

ます。 

 そして、グラウンド照明のＬＥＤ化は、もう地域

性も含めて、使用の頻度もよるんでしょうけど、そ

の辺を順次進めていただきたいと思っております。

ＣＯ２削減の件のこともそうですし、経費の面もそ

うでありますんで、その辺は事前な投資になるかも

しれませんけど、よろしくお願いしておきます。 

 それから、テニスコートの補修なんですけど、全

面の芝張り替えで１，３００万円のこれはこういう

金額なんでしょうか、ちょっと分からないんで、確

認をさせていただきたいんですけど、こんなもんな

んでしょうか、どうでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） すみませ

ん、私もあまり詳しくはないんですけれども、全面

張り替えるともう２，０００万円以上のお金がかか

るというようなことがありますので、ここは協会さ

んとも話をさせていただいて、広く一般の地域の

方々に利用していただけるというふうなことを想

定して、いわゆるプレー部分の、いわゆるプレーに

支障がない範囲での張り替えということで、そうい
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った額になるというようなことで、詳しくちょっと

説明はできずに申し訳ないんですけども、そういう

ような相場だというようなことでございます。以上

です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） その相場でよろしいんですけ

ど、一応、参考的にもチェックはしていただいとる

んでしょうか、どうでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） これまで

からテニスコート、豊岡、たくさんありまして、そ

こら辺で工事等の実績のあるところの業者さんに

来ていただきまして、現場で実際見てもらって、こ

こぐらいは必要かなというようなことで判断は、私

たちも立会いをして決めさせていただいたという

ような経過がありますのと、あと、その状況につい

ては、愛好家の方々とも意見交換をしながら進めて

おりまして、これからも随時アドバイスはいただき

ながら進めたいと思っております。以上でございま

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ほかにもテニスコート、いろ

いろとあると思いますけど、その辺だけ、ほかのと

こもちゃんと維持管理をちゃんとしていただいて、

利用者が利用しやすいようなことで対応をお願い

しときます。現在、ここ以外でかなり傷んでるとか

いうとこはあるんでしょうか、その辺、把握はどう

ですかね。 

○分科会長（岡本 昭治） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） おっしゃ

るとおりでございまして、例えば城崎振興局の隣の

施設、２階にテニスコートがございまして、１面半

ぐらいのスペースと、あと、フットサルの共用施設

がございまして、そこにつきましては、利用者も非

常に少ないというような中で、今、積極的に使って

くださいというＰＲができるような状況ではない

ぐらい、一度また見ていただいたらと思うんですけ

ども、ちょっと激しい状況に陥っておりまして、こ

ういったところも行く行くはというような、優先順

位的には少し下がるかもしれませんけども、比較的

早い段階で何とかしないといけないな、ただ、公共

施設マネジメントの関係で、利用者が非常に偏って

るというような状況があるので、そこは、壊れてる

から直しますというんじゃなくて、やっぱり利用実

績なんかも加味しながらしていかないといけない

のではないかとは、担当課としては思ってるんです

けど、一応、城崎なんかはそういうことでございま

す。あと、豊岡の神美、それから、陸上競技場のと

こにもありますけど、そこは利用者も多くて、特に

神美なんかは大会を開いていただくために、やっぱ

りしっかりと維持管理をしていかなくてはならな

いので、そういった面で、できるだけきっちりとリ

アルタイムで維持管理、施設を修繕できるような計

画で進めていきたいなというふうに思っておりま

す。ただ、あと、但東とか竹野にもテニスコートが

ございまして、実は、人口減少も関係するんでしょ

うけど、非常に利用される方が少なくて、かなり老

朽化しているというようなことでございます。もう

竹野の中央公園にあるテニスコートなんかは、非常

にまずい状況になってるんですけど、利用者が少な

いというのもあります。そこをきれいにしたからと

いって、利用者が増えるかどうかというのはちょっ

と分からんのですけども、その辺も、先ほどのナイ

ター照明ではないんですけども、やはり公共施設マ

ネジメントの考え方、それから、利用者の、利用さ

れる方の実績、それから、ある程度集約化していっ

て施設を整えていかないと、お金がおっつかないと

いうようなことがあります。テニスコートの財源っ

て、本当に非常に限られてて、面数をある程度大き

くしないと補助がもらえないとか、統合しないとい

けないみたいな条件とかもあったりしますので、そ

の辺は議員の皆様方にも説明を丁寧にしながら、判

断すべきときは判断しないといけないなというふ

うに思っております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 施設のマネジメントの関係も

あるんですけどね、当然。利用者のこともあるんで

すけど、やはりそういう利用者がちゃんと使えるよ
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うな設備は当然必要だと思いますので、そういう荒

れたとこでテニスなんかできないし、もしそんなん

でけがでもされたら大変なことでありますんで、そ

の辺もしっかり対応、予算的なものは当然あるんで

すけど、その辺も対応していただいて、もしそこが

なかなか直せないんであれば、ここらのほうで行っ

てください、ここらはちゃんと整備できてますから

とかいうような感じで、その辺、周知をちゃんとし

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ときます。以上です。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ありがと

うございます。 

○分科会長（岡本 昭治） そのほかの方。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） ちょっと１点、２点あるんで

すけど、１点、細かいことなんですけど、４１ペー

ジの歳入のところですね。文化芸術振興費補助金な

んですけど、変わった数式が書いてありまして、２

分の１に掛ける０．６という話があるんですが、こ

れはどういう意味なんでしょう。 

○分科会長（岡本 昭治） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） すみま

せん、文化芸術振興費補助金ですけども、２分の１、

全体金額が２，７７８万４，０００円かかってまし

て、そのうちの２分の１に掛けて、それから、０．

６分が補助金で出るというような説明を文化庁の

ほうから受けております。ちょっと内容までは今こ

こで詳しくは分かりませんけれども、そのようにお

聞きしております。 

○委員（石田  清） 何％で、３分の１とか、２分

の１とかいうんだけど、それにさらに０．６という

のは一体どういうことなんだろうなと。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 調べさ

せていただいて、また答えさせてもらいます。すみ

ません。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（石田  清） ええ。 

 次、２点目です。新文化会館のお話です。確かに

かかるのは資金、予算がかかるのはかかるんですけ

ども、このような建設物価高騰の中でやるわけです

から、入札、本当に落札するかどうか、あるいは、

落札して工事にかかったときにも変更、変更が加え

られていつの間にか設計が違ってきてたとかいう

ようなことも起こりかねないところで、さらに、建

設工事だけじゃなくって、ここにも出てましたけど、

運営計画ですね、運営計画、どのぐらいの経費がか

かっていくのかということもまだ明らかではない。

それから、今度、壊す工事ですね、それについても

これからだというようなことの中で、もうどんどん

予算が膨らんでいくことを懸念しておられるとい

う話が今、本会議の中でも出てましたけども、さら

に起債で逃れたとしても、その起債の交付税措置以

外の部分は、人口減少が始まるわけですから、もう

個人の負担感が増していくわけですね。今も将来も

不安感を持っておられる方がおられるというよう

なことで、特に明らかでない部分、あるいは工事に

入ってからの設計変更が生じるような場合につき

ましては、特に小まめに情報開示をいただきたいと、

これは要望でありますし、ご意見として申し上げて

おきますけども、その点、皆さん、議会のほうに説

明してから、もうこれで十分説明し尽くしたという

ようなことでは、今でもないと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 要望。 

○委員（石田  清） はい、要望。 

○分科会長（岡本 昭治） いいですか、回答。 

○委員（石田  清） はい、回答いいです。 

○分科会長（岡本 昭治） その他の方。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今、石田委員がおっしゃった

新文化会館の事業費ですけども、これから見通しと

して、そのように膨らんでいくかもしれないという

ようなとこら辺では、どんなふうに思っておられま

すか。どこか、膨らんでいくような予算が出てくる

かもしれないというとこら辺では。 

○分科会長（岡本 昭治） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 今現在、

工事に向けて最新で見積りを集めていると。来年度
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の人件費も見込んで請求書を作って、それが全体事

業費出てきますと６５億円という数字でご説明さ

せていただいております。ウクライナや、コロナは

あれですけども、物価が上昇しているという状況で

はございます。その辺も見込んで、メーカーのほう

から見積りは、当然見積りの有効期限も設定しても

らって、その中で入札していくという格好になりま

す。将来的にどうなのかというところは、なかなか

読むというのは難しいですけども、そういう状況に

もしなりそうであれば、できるだけ早め早めにご報

告させていただいて、ご相談させていただきたいと

考えております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 将来的にもしかしたらここら

辺のところは、これからも膨らんでいくんじゃない

かなというような危惧がされるような経費として

はどんなことがありますか。 

○分科会長（岡本 昭治） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） ２年ぐら

い前にウクライナ情勢とかでウッドショックみた

いなお話があって、木材の単価なんか、ほとんど輸

入ですんで、急激に上がっていってるんですけども、

実際にそのピーク過ぎて、今一遍落ちてる状況で、

ただ、これからどういう社会情勢になるかというの

は、皆さん、メーカーさんも読めないというところ

で、ちょっと横ばいになってるというような状況で

ございます。これからまたもう一回上がるというこ

とになると、どうなんですかね、新文化会館だけじ

ゃなくて、ほとんどの公共事業、国、県、市、見直

さないと駄目だという状況になるのかなというよ

うな状況でございます。またホームページなんかで

建設資材の今までの平米当たりの実績の単価であ

ったり、建設資材の単価であったりというのが公表

されてますので、大体曲線としては急激に上がって、

一遍落ちて、どうかなというふうな動きに今なって

おります。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） いいです。 

○分科会長（岡本 昭治） いいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 以上で、地域コミュニティ振興部に係る令和５年

度一般会計予算の説明及び質疑は終了しました。 

 当局の職員の方は退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時１７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時５５分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、休憩前に引き

続き、分科会を再開いたします。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するのではな

く、新規事業や前年度からの大きな変更のあった事

業、主要事業等、要点を簡潔に説明願います。また、

発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願いします。 

 それでは、市民生活部、そちらの健康福祉部の所

管部分について審査を始めます。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算を

議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出、続いて、所管に係る歳入、債務

負担行為及び地方債の順でお願いします。説明に当

たっては、資料のページ番号をお知らせください。

なお、該当ページを委員が開いたか確認しながら、

説明願います。 

 質疑は、部単位で説明後、行います。 

 まず、市民生活部、お願いいたします。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、歳出から説明

いたします。 

 予算書の１４１ページをご覧ください。それでは、

下段の表の下から４行目、戸籍住民基本台帳事務費

４，３９７万５，０００円は、戸籍住民基本台帳事

務に関係する経費を計上しております。主なものと

しては、１４３ページ、上から４行目の保守点検委

託料１，４９６万円及びその４行下のＯＡ機器借上

料１，３６６万６，０００円で、ともに戸籍総合シ
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ステム及び住基ネット関連のシステム機器に係る

経費でございます。また、その上のマイナポイント

手続き支援業務の委託料２０４万６，０００円につ

きましては、マイナポイント第二弾の期間延長に伴

うマイナポイント手続き支援の業務委託料でござ

います。事業費全体では、前年度当初に比べまして、

１，２６７万４，０００円の減額となっております

が、これは、戸籍総合システム改修業務の委託がな

いためでございます。しかしながら、国のほうから

は、戸籍の氏名読み仮名対応や、マイナンバー利用

による戸籍の事務内連携などの戸籍法の改正の方

針が示されておりまして、戸籍情報システムの改修

が必要になるものの、改正の詳細がいまだ不明なた

めに、当初予算に盛り込めなかった改修費用がござ

います。今後予定されますので、これについては、

補正予算で対応を考えてございます。 

 次に、１５３ページをご覧ください。下から８行

目、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰出金

６億７，３７１万８，０００円は、国保税の軽減分、

保険者支援分などの保険基盤安定事業や財政安定

化支援事業、出産育児一時金、職員給与費等を国保

特別会計へ繰り出すものでございます。 

 次に、１５９ページをご覧ください。ページ下か

ら８行目、国民年金事務費７１万５，０００円は、

国民年金法に基づき、被保険者の適用事務を行う経

費を計上しています。 

 次に、１６１ページです。１６１ページの医療費

助成事業費の１行目の高齢期移行助成事業費、その

１０行下の重度障害者医療費助成事業費、その８行

下の乳幼児等医療費助成事業費、１０行下の母子家

庭等医療費助成事業費、８行下の高齢重度障害者医

療費助成事業費、７行下のこども医療費助成事業費

は、いわゆる福祉医療助成の６事業に係る経費を計

上しております。これら各事業の医療助成金につき

ましては、コロナ感染症の影響による受診控えで、

医療助成額が大きく減少しました２０２０年度を

除いて、過去５年間の実績、動向に基づき、それぞ

れ１人当たり助成額及び受給者数を推計し、予算計

上しております。いずれの医療費助成事業において

も、受給者数は減少、もしくは同数の見込みにして

おりますけれども、１人当たり助成額の上昇を見込

んでおります。その他の予算費目につきましては、

助成金の支給に係る事務経費を計上しております。

前年度と大きな変動は見込んでございません。２０

２３年度の各事業の助成金を見ますと、高齢期移行

助成事業以外の事業費で前年度予算額よりも増額

としております。福祉医療の扶助費全体では３，１

０５万４，０００円、前年度から約１０ポイントの

伸びを見込んでおります。また、本年度は、７月診

療分から４歳児から小学３年生までの児童の医療

費について、所得制限を設けず、自己負担額を無料

にします。この制度拡充分の扶助費として、乳幼児

等医療費に１，８１５万４，０００円を計上してお

ります。 

 次に、１７１ページをご覧ください。上の枠の下

から６行目、後期高齢者医療事業費１０億３，４１

２万６，０００円は、後期高齢者医療の療養給付費

のうち、法令による市負担分と、広域連合規約に基

づきます共通経費等を広域連合へ納付するもので

す。この予算額は、広域連合からの内示額です。そ

の４行下の後期高齢者医療事業特別会計繰出金３

億３，４８４万５，０００円は、後期高齢者医療事

業に係る事務経費、人件費、保険基盤安定制度によ

る低所得者への軽減分を後期高齢者医療特別会計

へ繰り出すものでございます。 

 次に、１７７ページをお願いします。下から３行

目、児童手当給付事務費３３８万９，０００円は、

児童手当に係る事務経費でございます。前年度当初

に比べまして５２万５，０００円の増額となってい

ますが、主な増額理由は、１７９ページの５行目の

業務委託料によります。これは、福祉総合システム

のサーバー機器更新に伴いまして、新サーバーへの

データ移行等を業務委託しようとするものです。 

 その２行下、児童手当給付事業費１０億４，４７

４万５，０００円は、児童手当の給付額で、支給対

象児童数の減少などにより、前年度当初に比べ７，

２０３万５，０００円の減額としております。 

 歳出は以上です。 
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 続きまして、歳入をご説明いたします。 

 ３５ページをお願いします。国庫支出金でござい

ます。上から３行目、国民健康保険基盤安定費負担

金７，４６９万５，０００円、２つ下の枠の上から

５行目、児童手当負担金７億２，２２５万６，００

０円は、歳出で説明いたしました国保事業特別会計

事業勘定繰出金における国保基盤安定事業の保険

者支援分の相当額、そして、児童手当給付事業費の

国庫負担分になっております。負担割合は、それぞ

れ記載のとおりでございます。 

 続いて、下の表の下から４行目のマイナンバーカ

ード交付事務費補助金１，９８３万５，０００円は、

マイナンバーカード交付事務に係る人件費及び必

要経費の補助金で、全額国庫補助でございます。 

 また、３７ページの上から３行目、マイナポイン

ト事業費補助金２０４万６，０００円は、マイナポ

イント第二弾の期間延長に伴うマイナポイント手

続き支援事務に係る補助金で、こちらも全額国庫補

助でございます。 

 次に、４３ページ、ご覧ください。県の支出金で

ございます。下の表の上から３行目、国民健康保険

基盤安定費負担金、その１つ下の枠の１行目、後期

高齢者医療保険基盤安定費負担金、その下の枠の上

から６行目、児童手当負担金につきましては、歳出

で説明いたしました各事業の特別会計への繰出金

及び児童手当給付事業費に対する県の負担金でご

ざいます。負担割合はそれぞれ記載のとおりでござ

います。 

 次に、４５ページをご覧ください。ページ下から

１６行目の高齢期移行助成事業費補助金から、４７

ページに続きまして、２行目の高齢重度障害者医療

費助成事業費補助金までと、その下、９行目のこど

も医療費助成事業費補助金につきましても、歳出で

説明しました各医療費助成金を基に、それぞれ記載

の補助率で算定しました県の補助金になってござ

います。 

 次に、６１ページをご覧ください。上の表の６枠

目です。地域振興基金繰入金５億９，２５１万４，

０００円のうち、市民課分は６，９００万円で、乳

幼児等及び子ども医療費助成事業の市単独の拡充

分の財源として繰入れするものでございます。内訳

としましては、乳幼児等医療費助成事業費に５，３

００万円、こども医療費助成事業費に１，６００万

円でございます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それでは、私のほう

からは、生活環境課分の説明をいたします。 

 まずは、歳出です。 

 ９９ページ、下の枠をご覧ください。環境政策推

進事業費です。一番下の業務委託料です。１０１ペ

ージに内訳がございます。２行目の地球温暖化対策

実行計画改定業務は、２０１６年に策定した地球温

暖化対策実行計画の区域施策編を２０５０年まで

に二酸化炭素排出実質ゼロの実現を目指すことと

する計画内容に改定しようとするものです。その下

の省エネルギー診断業務は、公共施設の大規模修繕

等を行うに当たり、専門的な知識を有した者が効果

的、かつ効率的な改修が実施できるよう診断を行お

うとするものです。その下の太陽光発電システム点

検業務は、公共施設の屋根に設置してある太陽光発

電システムが設置後１０年以上経過しているもの

もあることから、順次システムの点検を行おうとす

るものです。 

 その１行下、ごみの減量・資源化対策事業費です。

業務委託料の指定ごみ袋等の作成業務ですが、６，

８２５万６，０００円を計上しています。原油価格

高騰などの影響を受け、資材も高騰しています。前

年度より２，７９３万４，０００円増額しておりま

す。 

 ５行下の太陽光発電システム導入補助事業費で

す。脱炭素の取組を進めるに当たり、個人向けと事

業所向けの太陽光パネル設置補助を来年度につい

ても引き続き行います。個人向け補助１，１２０万

円、事業者向けを３００万円、合計１，４２０万円

計上しています。 

 その下、木質バイオマス導入補助事業費について

は、６０１万３，０００円を計上しています。ペレ

ット、まきストーブ、ペレット、まきボイラーの購
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入補助３０件を見込んでいます。 

 次に、１１９ページをご覧ください。上の枠２１

行目、防犯対策事業費の補助金です。防犯灯整備費

で５１６万円を計上しております。これは、自治会

のＬＥＤ防犯灯の新設や既存防犯灯のＬＥＤ化に

対しまして補助金を交付しております。ここ数年の

実績などを踏まえ、４３０基分を計上しております。 

 次に、１９９ページをお願いします。１枠目、１

６行目、クリーン作戦推進事業費です。主なものと

しましては、業務委託料の２つ目、海岸漂着物回収

処理等業務に５００万円を計上しております。この

業務は、陸から回収できない海岸漂着物を船を利用

して回収するもので、県からの委託事業として実施

するものです。 

 次に、２０１ページをお願いします。２枠目の斎

場管理費です。一番下に火葬炉の補修工事費を６０

０万円計上しております。これは、設備の保守点検

を行った結果、補修が必要と指摘された箇所である

炉内台車の耐火材等を修繕する費用です。 

 次に、２０３ページをお願いします。一番下の枠

の塵芥処理事業費です。２０５ページの１行目、北

但行政事務組合負担金です。昨年のごみ量の実績と

国勢調査人口が確定したことに伴い、構成市町の中

で豊岡市としては約６８％を負担することになり

ます。この通常運営費分として２億１，５２９万９，

０００円を計上しております。昨年度は、クリーン

パーク北但施設内で発生した南側のり面の安定化

対策等に係る施設整備分が計上されていたことも

あり、昨年度と比べると約８，９７０万円の減額と

なっております。 

 次に、２３３ページをお願いします。上の枠の下

から１０行目の消費者行政推進事業費です。今年度

も消費者トラブルの防止を漫画で分かりやすく啓

発するための謝礼として６６万円を計上していま

す。また、弁護士による無料法律相談会を年３回開

催するため、消費者相談業務謝礼として９万９，０

００円計上しております。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 ３３ページをお願いします。下から７枠目の２行

目、ごみ処理手数料ですが、これは指定ごみ袋とし

て徴収をしている家庭系廃棄物の処理手数料で、販

売実績に合わせて、前年度より６２３万７，０００

円の増を見込み、１億４，１０１万４，０００円を

計上しております。 

 ５１ページをお願いします。一番下の枠、地方消

費者行政推進・強化事業費補助金についてです。こ

のうち、問題解決強化事業が１０分の１０の補助率、

その他の推進事業強化事業が２分の１、３分の１の

補助率になります。合計で、県から３２１万円の補

助金を見込んでおります。 

 ５５ページをご覧ください。上から５枠目の下の

行、海岸漂着物地域対策推進事業委託金ですが、こ

れは歳出でも説明しました海岸漂着物を船での回

収について、県からの委託を受けるもので、５００

万円を計上しております。 

 ５９ページをご覧ください。上の段、太陽光発電

事業特別会計繰入金に４，７５４万円計上していま

す。竹貫地場ソーラーの用地買戻し費用に２，３５

９万４，０００円、防犯対策事業費に４２０万円、

環境審議会委員報酬に４１万９，０００円、環境政

策推進事業費に５１２万７，０００円、太陽光発電

システム設置補助金に１，４２０万円を充当します。 

 同じく下枠の一番上、財政調整基金繰入金です。

１５億８，９０３万円のうち、交通安全施設整備に

３，０００万円を充当します。これは、兵庫県交通

災害共済組合の分配金で、その分を交通安全費用に

充当します。 

 歳入は終わりです。 

 次は、債務負担行為です。９ページをご覧くださ

い。上から３行目、旧豊岡清掃センター解体撤去事

業です。北近畿豊岡自動車道の延伸事業に伴い、旧

豊岡清掃センターを解体撤去する必要があります。

今年度と来年度、２か年で、旧豊岡清掃センター解

体設計などを行う予定です。 

 その他の項目につきましては、金額に多少の増減

はございますが、前年度と同様ですので、説明は省

略させていただきます。 

 市民生活部の説明は以上です。 
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○分科会長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 簡単なことなんですけども、

９ページの先ほどおっしゃいました旧豊岡清掃セ

ンターというのは、岩井のとこの施設だと思うんで

すけども、近畿道のあれで、ちょっとその関係です

ぐに除却するよりも安くなるというようなことを

前に聞いた、直接そのとき、何もなしに解体するよ

りかは、安くなるようなことを前に聞いたようなこ

とがあるんですけど、そんなことはないんですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 上田委員がおっしゃ

ってるのは、通常ですと、あそこは豊岡市の一般財

源で解体しなくちゃいけないんですけども、自動車

道が通ることで、その補償費が入ってきますので、

その補償費が撤去工事などに充てることができま

すので、持ち出しが少なくなるというようなことの

説明をさせていただいたことがあるんですけども、

このことで工事全体が安くなるとかではないとい

う、こちらはそういう認識をしております。以上で

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 多分そういう説明だったと思

うんですけども、その点で、多少は補償費というん

ですか、それが入ってきて安くなるという点ではど

れぐらいのもので、何かプラマイでどうなんかとい

うようなことはあるんですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） その費用がどれぐら

いかかるかという設計を今年度と来年度で行う予

定ですので、実際まだ費用が出てません。結構、国

土交通省はその辺り、シビアに計算をされますので、

実際その道路にかかる部分とかからない部分もご

ざいますので、その辺り、また費用案分が出てきま

す。その上で、あそこは用地も売りますので、実際

工事の費用と、それから、用地代合わせて、プラス・

マイナスとんとんぐらいになればというようなこ

とで協議のほうは進めていきたいというふうに考

えてます。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（岡本 昭治） そのほか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点かお尋ねします。

防犯灯と防犯カメラの件なんですけど、１１９ペー

ジだったと思うんですけど、その辺で、防犯カメラ

の設置のほうがもう県のほうが補助を打ち切ると

かいうのが来年度以降でしたでしょうか、そういう

話があったと思うんですけど、それ以降はどういう

ふうに市は考えられるかいう、将来のことですけど、

見込みの件と防犯カメラの設置とか、防犯灯はかな

り、特に防犯灯に関しては、各地域で結構申請があ

ってやっておられると思うんですけど、かなりの件

数は上がってきとるんでしょうか。年間どんな感じ

か、ざくっと教えていただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まず、１点目の防犯

カメラの補助金なんですけども、今我々が聞いてる

のでは、県は来年度と再来年度の２か年で事業を終

わりにしたいというふうなことで伺ってます。それ

に対しまして、今度、市なんですけども、今の時点

でも半分、市が持ち出しをしていますので、それに

ついては、全体の財政の状況などのこともあります

ので、これから内部のほうで検討を進めていかなく

ちゃいけないというふうに考えてます。 

 それから、防犯灯のほうですが、ちょっとこれも

今出てきてる雰囲気なんですけども、２０２２年で

すね、今年の分で２月末現在で４００基程度、基数

が上がってきてます。それから、昨年でいきますと

６６０基、２０２０年度は１，００８基ですので、

おおむね防犯灯がＬＥＤ化になっているというよ

うな認識でおりますし、大体こちらの思ってる感じ

では、大体８割から８割５分程度、もうＬＥＤに替

わってるというような認識でおります。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 防犯灯はＬＥＤ化もかなり進
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んでおると私のほうも認識しとるんですけど、やは

り防犯灯、数が少ないとかいう話もありますんで、

その辺はまた各地域によっていろいろとあるんで

すけど、その辺は、また配慮のほうの検討をお願い

したいと思います。 

 そして、防犯カメラのほうですけど、再来年度い

うことで、７年度までなんですかね。それ以降……

（「６年度」と呼ぶ者あり）６年度までね。それ以

降も、やはり防犯カメラも非常に事件の抑止になっ

たりなんかしますんで、その辺もまた市のほうも何

か考えていただければと思います。将来的なことで

すけど、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、もう１点、委員長、よろしいか。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） ２３３ページの消費者トラブ

ルのほうなんですけど、現状どんな感じかいうのを

ちょっと教えていただきたいのと、弁護士費用が３

回分とか、そんな感じが出とったと思うんですけど、

そんな程度の回数でいけとるんかどうかも含めて、

お知らせいただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 現状ですけども、こ

こ１か月ぐらい、再々、防災行政無線のほうでもお

知らせをしてますとおり、やはり還付金詐欺が多い

です。我々が知らない、警察に先に行かれるような

案件もございますので、我々は、ここで相談で対応

できてる分もございますけども、やはり後で新聞で

知るというようなこともございます。それから、や

はり定期購入のトラブルですね、初回無料、２回目

以降１万円というような、そういったケースの分で、

１回目だけの無料の販売だけだと思っていたみた

いなことがやはり多いです。 

 それから、弁護士相談ですけども、これは市がや

ってる弁護士相談が３回でして、大体１回当たり５

件から６件ぐらいの相談を受けております。これは

市が行っている分でして、ほかにも無料の相談、社

協さんとかやっておられますか、ちょっとあれです

けども、そちらのほうにも行ったりされてるので、

あくまでも市がやってるのが３回、五、六件という

ことでご理解いただけたらというふうに思います。

以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと消費者トラブルち

ゅうのはかなりの部類で豊岡市もあると認識して

おるんですけど、県と市の消費生活センターの連携、

警察も含めて、その辺はちゃんとできとるのか、ち

ゃんとできとらなおかしいんですけど、その辺はど

ういう状況でしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 既に西田委員もご存

じだと思うんですけども、ホットラインのほうの勤

務、豊岡市の消費生活相談員３人おるんですけども、

そちらのほうがローテーションでしっかり入って

きてます。向こうでの相談業務についても、こちら

のほうで情報を把握するようにしてますし、その辺

は、年２回あるそういった連絡会議の中でも情報共

有を図るようにしてますので、そこはしっかり連携

できているものだというふうに認識しています。以

上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） その辺の連携は、これからも

しっかりやっていただきたいのと、そして、未然防

止対策として、コンビニとか、銀行とか、その辺も

ポスターも当然貼っとられると思うんですけど、そ

の辺を連携も含めてしっかりやっていただきたい

と思いますけど、現状はどうでしょうかね。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 西田委員もご存じだ

と思うんですけど、ＡＴＭ行かれると、最初の画面

に還付金詐欺に注意しましょうみたいなことをそ

れぞれ銀行のほうでも、金融機関のほうでも対応さ

れているということでございますし、特にこちらが

どうですかというようなことをお伺いしているよ

うなことはないですけども、何か立ち止まって、何

か還付金詐欺じゃないか確認してくださいみたい

な表示が出てるのを私自身も見てますので、その辺

りはしっかりと対応できているというふうな認識

でおります。以上です。 
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○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） これからもその辺の未然防止

も含めてしっかり対応していただきたいと思いま

すので、これは要望しておきますんで、よろしくお

願いします。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） そのほか、ありますか。 

 米田副委員長。 

○委員（米田 達也） ２点お伺いします。 

 まず、１５３ページの無年金外国籍高齢者という

方がおられて、高齢者等給付費２０万円に該当する

かと思うんですが、これって何名ぐらいいらっしゃ

るのかということを一つ。 

 続きまして、５５ページなんですけども、ごみ漂

着物、５００万円っておっしゃってたのは、本市の

沿岸部のごみの漂着に関しての費用でよかったで

しょうか、お願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 無年金外国籍高齢者の給

付金ですけれども、件数としてはゼロ件になります。

以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 米田委員のお尋ねの

分なんですけども、陸から行けない沿岸部のところ

を、但馬漁協さんに業務をお願いして、竹野支所と、

それから津居山支所で船を出していただいて、そこ

の漂着ごみを取りに行くというものになります。そ

れは、県からの委託事業で、県から５００万円歳入

があって、歳出で５００万円をそれぞれ漁協さんに

業務委託するようなことになります。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございます。 

 ということは、ふだん、気比の浜ですとか、竹野

浜で日常、漂着ごみというんじゃなくて、清掃作業

とかされてもらってる分はまた別という考え方で

よかったですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それぞれの海水浴場

を守る会というんですか、美しくする会みたいなと

ころがされてる分もありますし、そういったところ

は多分、そこの資金といいますか、それを使って処

理をされてる分もありますし、それから、クリーン

作戦という位置づけで回収していただいた分につ

きましては、こちらのほうにクリーン作戦の業務計

画書を出していただきましたら、後でこちらの市の

ほうで直営で回収に行くというようなことをさせ

ていただいてます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。 

 恵後原課長にお答えいただいたゼロ名というこ

とだったんですけど、一応予算として、枠として２

０万円というのを入れてらっしゃるという認識で

よかったですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） ゼロ件といいますのが言

葉足らずで申し訳ございませんでした。現在対象者

はおられません。転入等がございまして、そういっ

たものも考慮しまして、予算を計上しているという

枠取りの話でございます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） いいですか。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、健康福祉部、お願いいたします。 

 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 続きまして、健康福

祉部所管の社会福祉課分でございます。 

 それでは、歳出につきまして、新規事業及び既存

事業のうち、金額が大きく増減があったものについ

て、主なものを説明させていただきます。 

 １５１ページをご覧ください。１５１ページ、下

の枠の説明欄の真ん中辺りの福祉事務所費でござ

います。２０２１年２月に策定しました第６期障害

福祉計画と第２期障害児福祉計画が２０２３年度

末をもって計画が終了するため、これらの２つの計

画について、豊岡市障害者福祉計画策定委員会を設

置し、グループインタビューやパブリックコメント

等を実施しながら、第７期豊岡市障害福祉計画及び

第３期豊岡市障害児福祉計画を策定いたします。福
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祉事務所費の報償金など、それぞれの費用のうち、

計画策定委員の１３名、５回分の報償金２８万８，

０００円、学識経験者の費用弁償費に７万６，００

０円を、また、普通旅費、消耗品など、１１万４，

０００円の事務費と、次のページ、１５３ページを

ご覧ください。上から２行目の業務委託料２７８万

６，０００円のうち、３つ目の障害者福祉計画策定

業務では、策定委員会の開催支援、グループインタ

ビュー支援、計画書作成業務に係る委託料１４０万

円を計上し、障害者福祉計画策定事務として、合計

１８７万８，０００円を計上させていただいており

ます。 

 続きまして、同じく業務委託料の１つ目、介護保

険システム改修業務ですが、介護サービス事業者か

ら提出される指定等の申請や届出は今後、厚生労働

省の電子申請届出システムを利用して提出が可能

になること、また、２０２４年度介護報酬改正に所

要のシステム改正を行うため、６６万円を計上して

います。 

 その下の児童扶養手当システム改修業務ですが、

住民票、住基や税情報と連携しているシステムがバ

ージョンアップすることに伴う児童扶養手当シス

テムのシステム更新に７２万６，０００円を計上し

ています。 

 次に、真ん中より少し下のほうですが、下から１

８行目です。特別障害者手当等運営対策事業費の４，

１３９万９，０００円は、障害児福祉手当、特別障

害者手当ともに額が改定及び申請が増加すると考

えられますことから、昨年度より７６０万円ほど増

額しております。国庫負担は４分の３でございます。 

 次に、１５５ページをご覧ください。２つ目の欄、

真ん中辺りの北但広域療育センター管理費のうち、

修繕料２０７万円でございます。センター施設内の

特浴施設、洗面所、トイレなど水回りのある部屋、

施設の壁紙が剥がれ落ち、衛生管理上問題があるた

め、施設内の壁紙の貼り替えを行うものです。その

２つ下の点検委託料２０万２，０００円のうち、３

年に一度のフロン排出抑制法定点検委託料に２万

９，０００円を計上し、その下の業務委託料１６万

５，０００円につきましては、３年に一度の特定建

築物定期報告書の作成業務に係る委託料でござい

ます。これらの経費につきましては、この施設は北

但１市２町で運営しており、覚書に基づき、経費の

一部を香美町３０万５，０００円と新温泉町３６万

８，０００円も負担していただくこととしておりま

す。 

 続きまして、１６３ページをご覧ください。真ん

中より少し上の豊岡健康福祉センター管理費です。

２つ目の修繕１３３万８，０００円には、正面玄関

自動ドアセンサーの取替えに係る修繕料４０万円、

防火扉３か所３４万４，０００円、自家発電設備外

箱の発さび対策に９万４，０００円と通常の修繕料

５０万円を追加して計上しております。その３つ下

の保守点検委託料ですが、３年に一度のフロン排出

抑制法定点検委託料が１２５万円、その下の業務委

託料につきましても３年に一度の特定建物定期検

査報告書の作成業務に係る委託料２２万円が入っ

てございます。他の健康福祉センターにも同様なも

のがございますので、説明は省略させていただきま

す。 

 １６５ページをご覧ください。下から１３行目の

出石健康福祉センター管理費、空調機器の補修工事

費４００万円でございます。シルバー人材センター

の事務室や社協事務室の一部、それから、また、貸

し館である娯楽室など、空調設備が故障により稼働

していないために、更新を行うものでございます。 

 次に、１６７ページをご覧ください。２つ目の真

ん中辺りでございます。障害者（児）自立支援給付

事業費の障害福祉サービス費２１億８，６６６万９，

０００円についてでございます。２０２３年度は６，

８２１万円の増額ということになります。増加の主

な要因としましては、やはり利用者の増加に伴うサ

ービス給付費の増加によるものです。財源につきま

しては、国庫負担金が２分の１で、県負担金が４分

の１でございます。 

 次に、１６９ページをご覧ください。上の枠の１

つ目の欄、下から２行目の障害者基幹相談支援事業

費の補助金の計画相談支援推進事業４００万円で
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ございます。障害福祉サービス等の利用の増加に対

して、サービスの利用計画を作成する相談支援専門

員が不足しております。サービス利用に当たって十

分なアセスメント等の支援が行えてない状況でご

ざいます。そこで、新たに相談支援事業所を開設す

る法人や新たに相談支援専門員を雇用する際に、立

ち上げ期や新規雇用の２年間に係る運営費の一部

を補助することで、相談支援専門員の確保を促進す

るものでございます。来年度は１人当たり年間２０

０万円を２人分補助する予定としています。期間は

２０２３年度から２０２６年度としております。な

お、財源は福祉基金を充てることとしております。 

 少し飛びまして、１８９ページをご覧ください。

１つ目の欄の下から６つ目の生活保護適正実施推

進事業費、業務委託料５９１万円のうち、２つ目の

医療扶助オンライン資格確認導入業務についてで

ございます。生活保護の医療扶助では、現在、病院

等医療機関を受診する際には、紙ベースで医療券を

発行し、受診していただいているところでございま

す。今後は、マイナンバーカードによりオンライン

で資格の確認を行うことになっていきます。２０２

３年度中の医療扶助のオンライン資格の確認の導

入に向けて、生活保護システムの改修と被保護者、

生活保護者がオンライン資格を受けるためのマイ

ナポータルでの利用登録に係る支援を実施するも

ので、５２６万９，０００円を計上しております。

財源としては、国庫補助金、上限５００万円となっ

てございます。 

 その下の生活保護システム標準化支援業務につ

いては、国の進める基幹業務システムの標準化に向

けて現在使用している生活保護システムの現状分

析と国の定める標準様式との業務の違いの洗い出

しをシステム業者に委託するため、４４万円を計上

しています。 

 最後に、２つ目の欄、生活保護措置費８億５，５

６８万円についてでございます。２０２３年度は前

年度から見て、５，４２１万２，０００円増額とい

うことになります。主な要因としましては、やはり

経済的自立が容易でない方々や、高齢者世帯の病気

や介護が年々増加しているものと考えられます。 

 続きまして、歳入のほうをご説明いたします。 

 ２９ページをご覧ください。２つ目の枠の１番目

の欄、総務管理使用料の上から４行目の行政財産目

的外使用ですが、２，５０２万６，０００円のうち、

社会福祉課分は９３２万７，０００円を計上してお

ります。なお、健康福祉センターの指定管理の更新

や延長に伴い、来年度から収益団体の減免率を７

０％から５０％に変更しております。 

 ３５ページをご覧ください。下の枠の総務管理費

補助金の欄の４行目の社会保障・税番号システム整

備補助金５００万円は、先ほど申し上げました生活

保護総務費の医療扶助オンライン資格確認導入業

務に対するもので、５００万円が上限となってござ

います。 

 少し飛びますが、６１ページをご覧ください。１

つ目の枠の一番上の欄の福祉基金繰入金６５０万

円でございますが、知的障害者福祉事業のうち、障

害福祉施設整備事業費２５０万円と先ほど説明い

たしました障害者基幹相談支援事業費の計画相談

支援推進事業の人件費補助４００万円に対するも

のでございます。 

 ６５ページをご覧ください。１つ目の枠の北但広

域療育センター運営事業受託収入８１５万８，００

０円についてでございます。このうち、先ほど歳出

で説明しました北但療育センター管理分の壁紙の

貼り替えや壁紙の修繕や法定点検委託料などに伴

う香美町、新温泉町の負担分で、香美町の３０万５，

０００円、新温泉町の３６万８，０００円が含まれ

ています。 

 歳入につきましては、この部分の新規に変更があ

ったもので、その他のものにつきましては、金額の

多寡はございますけれども、例年同様の国県補助金

の収入となっておりますので、説明のほうは省略さ

せていただきたいと思います。 

 すみません、豊岡健康福祉センターのフロン点検

でございます。１２５万円と言いましたけれども、

１２万５，０００円の間違いです。おわびして、訂

正いたします。 
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 社会福祉課は以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 高年介護課、和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 続きまして、高年

介護分についてご説明申し上げます。 

 令和５年度につきましては、豊岡市老人福祉計画

第８期、介護保険事業計画の最終年、３年目に当た

ります。新規事業と昨年度と比較して金額に大きな

増減があるものにつきましてご説明させていただ

きたいと思います。 

 まず、歳出です。 

 ９１ページをお願いします。下から８行目、手数

料６４９万９，０００円です。そのうち５３万９，

０００円につきましては、社会福祉協議会が運営し

ている豊岡西デイサービスセンターが今年度末で

廃止ということになりまして、建物が豊岡市に返却

されます。今後、売却を含め、活用方法を検討して

いくための現施設の鑑定評価について、不動産鑑定

士に調査依頼するものでございます。 

 １６７ページ、お願いします。上の枠、上から１

０行目、但東健康増進センター管理費２３６万４，

０００円でございます。但東健康増進センターは、

令和５年度から指定管理者制度から市直営の管理

になりますので、直営業務に伴う予算を計上させて

いただいております。また、そのうち、８行下の投

資委託料１４８万円につきましては、施設の一部に

修繕が必要な箇所が発生しているため、公共施設個

別施設計画に基づいて、施設機能を維持するための

実施設計費用を計上しています。財源は過疎債でご

ざいます。なお、修繕工事につきましては、令和６

年度に実施したいと考えております。 

 続いて、１７１ページ、お願いします。上の枠、

下から８行目、介護保険事業特別会計繰出金１６億

７，９５５万５，０００円は、第２９号議案で上程

しています令和５年度介護保険特別会計予算の一

般会計繰入金になります。 

 その下の枠、下から５行目、緊急通報装置整備事

業費でございます。この事業につきましては、独り

暮らしの高齢者などが自宅で急病や事故などの緊

急事態に陥ったときに、貸与している通報装置のボ

タンを押すことにより、自動的に消防本部に通報さ

れ、会話や状況に応じて救急車の出動を要請するこ

とができるものでございます。 

 １７３ページ、上から４行目をお願いいたします。

事業用備品の５１８万２，０００円のうち、２３９

万円につきましては、消防本部に設置しているこの

システム本体の更新費用でございます。来年度、機

器本体の保守契約が満了し、今後、部品の確保がで

きなくなる可能性があるため、本体の入替えを行お

うとするものでございます。 

 同じページの一番下の枠、１行目、長寿園管理費

６６３万８，０００円です。１７５ページをお願い

します。上の枠、上から３行目、指定管理料６４９

万円は、さきの１２月議会におきまして債務負担行

為の補正で、指定期間を５年から７年に変更し、限

度額を１，２９８万円とする承認をいただきました

が、そのうちの１年分、令和５年分を計上している

ところでございます。 

 その下の枠をお願いします。民間老人福祉施設助

成事業費１億３，９８０万２，０００円です。サー

ビス事業所から要望があった新型コロナウイルス

感染拡大防止対策のゾーニング環境等整備及びみ

とり環境整備として、家族等の宿泊施設のための個

室の確保を目的とした施設改修費等に伴う補助金

を計上しております。これらは全て１００％県の補

助となっております。 

 次に、歳入です。 

 ２９ページをお願いします。下の表、上から３枠

目、但東健康増進センター使用料５４万６，０００

円です。先ほど歳出でご説明申し上げました、今年

度までは指定管理契約により、使用料については、

指定管理者が収入していましたが、令和５年度から

は直営になりますので、使用料は市の収入として計

上させていただいているところでございます。 

 ４７ページをお願いします。真ん中の枠、下から

５行目、地域介護拠点整備費補助金１億３，９８０

万２，０００円です。これも先ほどご説明させてい

ただきました、民間老人福祉施設助成事業費の県補

助金で、歳出事業費の１０分の１０でございます。 
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 ７３ページをお願いします。下の表の上から２段

目、社会福祉施設整備事業債１４０万円です。同じ

く歳出でご説明申し上げました但東健康増進セン

ターの基本設計に伴う過疎債でございます。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の歳出のうち、新規事業など、主なものについて

説明したいと思います。 

 １５３ページをお願いします。１５３ページにな

ります。下から５行目ですが、国民健康保険事業特

別会計（直診勘定）繰出金１，６４３万８，０００

円ですが、これは資母診療所への一般会計からの繰

出金になります。 

 次に、１７３ページをお願いします。最初の枠の

下から２行目になります。玄さん元気教室奨励金６

４５万円ですが、２１５団体分を予算計上しており

ます。 

 次に、１９１ページをお願いします。一番下から

１８行目になります。健康管理システム分析業務で

すが、これに関する予算は３３０万円になります。

これは、２０２５年度を目標に、国においてシステ

ムの標準化に取り組まれておりますが、健康増進課

が使用している健康管理システムについても対象

になっています。しかしながら、現在使用している

システムについては、標準化対応をしないという方

針が昨年示されましたので、急遽別のシステムを検

討する必要が出てきました。次のシステムの検討を

行うためには、まずは、現行のシステムと標準化シ

ステムについて比較を行う必要があるため、業務の

委託を行うものです。 

 次に、１９３ページをお願いします。上から６行

目です。第二期運営事業者募集選定アドバイザリー

業務２，５００万円ですが、ウェルストーク豊岡の

第２期の事業について、今年度実施している劣化診

断調査、民活手法調査業務に基づきまして、次期事

業者の募集に向けての方針や要求水準など、必要事

項の作成についての業務委託を行うものです。 

 次に、１９５ページをお願いします。一番下から

８行目、出産・子育て応援交付金２，４５０万円で

すが、これは出産・子育て応援ギフトの給付分にな

ります。 

 次に、その下、妊婦健康診査費助成金３，７８２

万５，０００円ですが、初回健診分の助成上限額を

１万５，０００円から８，０００円増の２万３，０

００円にしましたので、その分で４００万円の増と

なっております。 

 次に、１９７ページをお願いします。一番上の特

定不妊治療費助成金１，０３６万５，０００円です

が、豊岡市独自の制度で、２０２２年４月１日以降

の治療を対象にした特定不妊治療費の助成になり

ます。 

 次に、２０１ページをお願いします。下から２つ

目の枠になりますが、公立豊岡病院組合への負担金

などになります。 

 次に、２０３ページをお願いします。一番上の枠

の一番下、診療所事業特別会計繰出金１億３０５万

６，０００円は、診療所事業特別会計への繰出金に

なります。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入の主なものについて説明したいと思い

ます。戻っていただいて、３９ページをお願いしま

す。上から２つ目の枠の一番下、出産・子育て応援

交付金１，６４０万１，０００円は、国からの補助

金になります。 

 次に、４９ページをお願いします。下から２つ目

の枠の一番下、出産・子育て応援交付金４１０万円

は県からの補助金になります。 

 次に、６１ページをお願いします。上の枠の６枠

目です。地域振興基金繰入金ですが、健康増進課の

事業分として５，２００万円が充当をされています。

内訳としては、出会い機会創出事業費として６００

万円、老人福祉事業費として６００万円、母子保健

事業費として１，０００万円、公立豊岡病院組合の

負担金として３，０００万円の充当があります。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 何点か伺いたいんですけども、

１６７ページの障害児自立支援給付事業費、これに

ついて説明お願いします。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 障害児。２２億のと

こですね。 

○委員（竹中  理） そうそう。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 障害児自立支援事業

費でございます。手数料につきましては、国保連へ

の支払い手数料でございます。それから、補助金、

グループホーム新規開設サポート事業というのは、

新たにグループホームを新規開設なされるときに、

２分の１補助するものでございます。それから、補

装具交付修理というのは、義肢だとか補聴器、車椅

子などの、そういったものに対する給付でございま

す。グループホーム低所得利用者家賃助成支援費で

ございますけれども、グループホームに入られてい

る生活保護受給者、それから低所得者、非課税の方

の家賃を補助するものでございます。家賃から１万

円の補足給付を引きまして、そこの金額に２分の１

掛けたものが補助となっております。それから、障

害福祉サービス費は介護給付費、それから訓練等給

付費、様々な障害福祉サービスに給付しているもの

でございます。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） これは新規ですか。今まであ

りましたか、新規で。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） これは新規ではござ

いません。金額がいつもよりも大きいということで、

説明させていただいたところでございます。 

○委員（竹中  理） 以上です。分かりました。 

○分科会長（岡本 昭治） そのほか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ２点確認のために、ちょっと

質問しますけど、１７１ページの緊急通報システム

の関係なんですけど、この通報システムは救急車要

請みたいな感じなんですけど、件数の推移ってどん

な感じなんでしょうかね。どれぐらい整備の件数が

増えていったのか、その辺の推移はどんな感じか教

えてもらえますか。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） この事業につきま

しては、対象者が６５歳以上の高齢者のみの世帯、

または身体障害者や緊急時に対応できない方とい

うふうになっております。制度が始まったのは合併

後すぐだというふうに記憶しております。設置台数

ですけども、今現在、２３年の２月現在で４４９台、

今年度２月末現在では５７台、今年度設置したとこ

ろでございます。以上でございます。 

○委員（西田  真） 推移を教えてください。過去

３年間の。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） すみません、ちょ

っと後ほど回答させていただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 後ほどでいいですね。 

○委員（西田  真） 委員長、もう１点。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） そしたら、後ほどよろしくお

願いします。 

 そして、生活保護の方も大変なことはよく分かっ

とるんですが、生活保護者の申請された方は全てい

けとるんか、その辺の対象じゃないとかいうような

感じはどの程度あるんか、その辺もちゃんと納得し

てされてるんかどうかも含めて、そういう状況をち

ょっとお知らせいただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 先ほど西田委員から

おっしゃられました申請につきましては、あなたは

このぐらいの所得があるからということで、申請を

拒み、申請権の侵害をしてはなりませんということ

なので、まず相談に来られましたら、生活保護全体

のことを説明します。それから、それでどうしても

申請したいということであれば、今度個別に別の部

屋に行きまして、ケースワーカーがお話を聞きます。

それから、その後ご家族の話だとかいろいろ聞きま

して、所得調査だとか、家族の調査だとかいたしま
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す。昨年度末、２０２２年３月３１日４４７件だっ

たものが、今４５８件というふうになっております。 

 県の監査でもちょっと指摘っていうんですか、言

われますのが、先ほど言いましたように相談を受け

て、あなたはできませんよっていう申請権を侵害し

てはなりませんというふうなことで、まず必ず申請

を受け付けて、そういった調査を行い、それからケ

ースミーティングを行って、必要な金額以上に収入

があるというようなことであれば、それは却下をす

るようにというようなことであります。私が出席し

たケース会議では、申請の取下げだとか、そういっ

たことはございますけれども、大概は認定に、生活

保護になっていたように思います。以上でございま

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、紹介していただいたよう

なことで、丁寧に説明されて、そうやってされとっ

たらいいんですけど、中にはやっぱりどう言います、

対応が悪いというような意見もありますんで、その

辺は相手さんのことを思って、ちゃんと丁寧に対応

していただきたいと思います。そういう事例があっ

たら、あるかないかも含めてちょっとお願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 以前の委員会のとき

にも、西田委員のほうからご指摘ございました。す

ぐに帰りまして、ケースワーカー、ＳＶ、スーパー

バイザー、査察指導員に寄ってもらいまして、丁寧

な申請受付だとか、会話をするようにと言いました。

ただ、但馬、丹波の課長会、それからＳＶ、査察指

導員会議なんかでも、よく言われておりますのが、

今ケースワーカーで対応する人が若くなってきて、

申請なされる方がお年を召した方がいらっしゃっ

て、やはりそこの言葉遣いがちょっとなれなれしく

なっていることは会議でも出ておりました。実際の

ところ、私どものところも２０、３０代の職員もお

ります。一生懸命頑張っておりますけれども、ある

程度親しくなったらっていうような感じもありま

すけれども、やはり初対面だとか、そういったもの

については丁寧な言葉遣いで行うように指導はし

てきておりますけれども、聞いていて、ちょっとこ

の言葉は不適切というか、何かなれなれしいなって

いうようなことがありましたら、指導はするように

しております。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひそのように、相手さんの

ことを思って、せっぱ詰まって来られてるんですか

ら、親切丁寧な対応をお願いしておきます。よろし

くお願いします。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 先ほどご質問いた

だきました緊急通報整備事業の設置状況を申し上

げます。 

 ２０２２年度につきましては、先ほど申しました

４４９台です。２０２１年度につきましては４７４

台、新規の設置数が４９台、２０２０年度は４７４

台、新規の設置数が８１台です。以降も４００中旬

の台数で推移しているところでございます。以上で

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 あと生活保護の件は重々お願いしときますので、

相手さんのことを思って、親切丁寧な対応をくれぐ

れもよろしくお願いしたいと思います。何かあれば、

課長。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） やはりいつも心して

おりますけれども、テレビとか報道なんかで生活困

窮の方がいらっしゃいます。本当に最後のセーフテ

ィーネットということで、生活困窮者自立支援のほ

うからもいろいろな応援をしていただいて、それで

もなおかつどうしても苦しい、生活できないという

ようなことでお越しになっていらっしゃいますの

で、その辺は重々心得て今後も指導していきたいと

考えております。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） よろしくお願いします。以上

です。 
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○分科会長（岡本 昭治） ないですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ここにちょっとつながるかも

分からないんですけども、ちょっと障害の多分、精

神的か発達障害かじゃないかと思うんですけど、作

業所関係に通っておられる方だと思うんですけど

も、そういう方が行っておられる、「オデカケタイ」

っていうようなところのことを聞いたんですけど

も、それはどういう、そういう方が多分生活保護の

申請にも行っておられると思うんですけれども、そ

ういうとこら辺での生保の認可なんかは、例えば作

業所なんかでちょっとした収入を得られてるとか

なったら、どういう基準でしておられるんでしょう

か。金額なんかは。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 就労Ｂ事業所だとか、

作業所なんかで収入申告はしなくてはなりません

ので、ある一定の金額までは基礎額がありますので、

その分は算定されませんけれども、１人で１万２，

０００円を超える分については収入算定で収入認

定しますので、基準額が変わってくるのではないか

と思いますけども、いずれにしても収入の申告はし

ていただかなくてはならないと考えております。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その作業所関係の仕事の中で、

「オデカケタイ」っていう言葉を、その方が言われ

るんだけども、そういうの聞かれたことはあります

か。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） それは、事業所の名

前でございますか。 

○委員（上田 伴子） いえ、その事業所の仕事の中

身かな。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） ちょっと分かりませ

ん。申し訳ございません。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい、いいです。 

○分科会長（岡本 昭治） 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） 健康増進課さんの１９１ペー

ジの、ちょっと浅学で恐縮なんですけども、健康管

理システム分析業務とは、この業務全般について概

要を教えていただけますでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） この健康管理システ

ムというのは、例えば予防接種が受けられたら、そ

の受けられた日にちだとか、どういう種類のワクチ

ン受けられたとかっていうのを記録したり、あと健

康診断ですね、うちがやってます健康診断とか受け

られたら、その数値を記録する、大まかに言ったら

そういったシステムです。それで管理していくとい

うシステムになります。 

○分科会長（岡本 昭治） 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） そうしましたら、その業務に

使っているソフトの更新というか、変更で５００万

円ちょっとが計上されてるっていう理解でよろし

いんですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 更新ではなくって、

国のほうが今システムの、それぞれ標準化っていう

のを進めてます。本来このシステムもそのまま標準

化対応していただけるのかなと思っていましたら、

どうもこれはもうしないということが、昨年示され

ましたので、今の健康増進課が使っているシステム

と標準化されましたシステムとで、どういう差があ

るかとか、こういった機能がなくなるとか、そうい

ったのを分析していただいて、その分析に基づいて

標準化対応してあるシステム、どれを入れるかとい

う今後のうちが使用するシステムの選定の基にな

る資料を作ってもらうという業務になります。 

○分科会長（岡本 昭治） 内容分かりますけど。い

いんかな。 

○委員（小森 弘詞） どうぞ、どうぞ、専門家に。 

○分科会長（岡本 昭治） 多分、項目数だとか、シ

ステムが複雑、膨大になってて、なかなかこのシス

テムから新しいシステムに変えるのに、どのシステ

ムが一番適用してるのか分からない、その作業をし

てもらうということですか。 
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○健康増進課長（宮本 和幸） 今、委員長、おっし

ゃっていただいたとおりです。それぞれの差を確認

して、より今使ってるシステムに近いシステムを選

定したほうが、こちらのほうも使い勝手がいいので、

そういった、まず標準化したシステムと、今のシス

テムでどういった差が出てくるか、機能がある、な

いとかというのを調べて、次のシステムを選定する

ための資料とするものです。 

○分科会長（岡本 昭治） 言われること分かるんで

すけども、私の経験からいくと、もう導入されるっ

て、要は買ってくださいって来てるところは、現状

のシステム、どんなん使われてますかということで、

いろいろ自前で調査して、うちのシステムはこうや

ります、こういうところは、不足分は、最近はカス

トマイズちゅうのはないんかも分からんですけど

も、それでもさせてくださいとかいうような、そう

いう向こうからの提案が来るんかなと、だから、費

用を計上して新たに調べてもらうという作業が必

要なのかなと、ちょっと思いました。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今、標準化をしよう

としているシステムのところから売り込みに来る

よというイメージということでよろしかったです

か。 

○分科会長（岡本 昭治） はい。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ただ、それぞれ今、

次のシステムをいろいろと確認してるんですが。 

○分科会長（岡本 昭治） 幾つか。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 実は標準化対応をす

るのに、もう手いっぱいということもありまして、

どちらかというと、こちらから調べてお願いします

という、ちょっと変なことになるんですが、こちら

から準備をして、どこを選ぶかという作業を今はし

ないといけない。あと２０２５年になりますので、

早急にちょっと調べる必要があるということです。

以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 小森委員、どうですか。 

 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） ごめんなさいよ、標準化とい

うのは、どういう意味合いで標準化って使っておら

れるんですかね。全国一律の指標なり、データが取

れるようなシステムを国が推奨して進めたいとい

う意味での標準化なんですかね。それとも、全国一

律のシステムが入るっていうことなんですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 標準化というのは、

全国一律の項目を選定して、どのシステムを入れて

も、基本同じような運用ができるというふうにする

予定です。ただ、標準化のシステムをつくる会社は

何社かあるというようなことです。以上です。 

○委員（小森 弘詞） それで５００万円も。 

○分科会長（岡本 昭治） ちょっと分からないとこ

が。 

 よろしいですか。 

○委員（小森 弘詞） 分かりました。 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、以上で質疑を

打ち切ります。 

 それでは、ここで一旦、第２５号議案の審査を中

断いたします。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開を２時２５

分です。 

午後２時１５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２５分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開し

ます。 

 初めに、第９号議案、豊岡市国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 提出議案書の６５ページ

をご覧ください。 第９号議案、豊岡市国民健康保

険条例の一部を改正する条例制定についてご説明

いたします。 

 本案は、健康保険法施行令等の一部改正及び国の

財政支援が受けられることに伴い、本市国民健康保

険においても、出産育児一時金の額を引き上げるた

め、所要の改正を行おうとするものです。 
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 ６８ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。１、改正の内容は、第３条関係で、

出産育児一時金を４０万８，０００円から４８万８，

０００円に引き上げるものです。なお、これにより、

産科医療補償制度の加算対象となる出産に係る支

給額は現行の４２万円から５０万円となります。 

 ２の附則において、（１）で、この条例は令和５

年４月１日から施行すること。（２）で、改正後の

条例の規定は、施行の日以後の出産について適用し、

同日前の出産については従前の例によることとし

ています。 

 ６９ページに、新旧対照表を添付しておりますの

で、ご清覧ください。説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第９号議案は、原案のとおり可決

すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よっ

て、第９号議案は、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、第１０号議案、豊岡市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、続きまして、

議案書の７１ページをご覧ください。 

 第１０号議案、豊岡市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、２０２３年度の国民健康保険税の税率等

の改定を行うため、所要の改正を行おうとするもの

です。 

 なお、この税率等の改定につきましては、１月１

８日に開催されました豊岡市国民健康保険運営協

議会から２０２３年度の基本方針についての答申

をいただき、その趣旨を尊重し、提案しているもの

でございます。 

 ７５ページをご覧ください。内容につきましては、

条例案要綱によりご説明いたします。１の改正の内

容ですが、（１）から（４）は、第３条から第５条

の２関係で、医療分における基礎課税額に係る所得

割額の税率を１００分の５．２４、資産割額の税率

を１００分の２．１８、被保険者均等割額を２万３，

８００円、そして、世帯別平等割額につきましては、

一般世帯を１万６，０００円、特定世帯を８，００

０円、特定継続世帯を１万２，０００円とすること。

次の（５）から（８）までは、第６条から第７条の

３関係で、後期高齢者支援金等課税額に係る所得割

額の税率を１００分の２．６４、資産割額の税率を

１００分の１．１０、被保険者均等割額を１万１，

４００円、世帯別平等割額については、一般世帯を

７，７００円、特定世帯を３，８５０円、特定継続

世帯を５，７７５円とすること。続きます（９）か

ら（11）までは、第８条から第９条の２関係で、介

護納付金課税額に係る所得割額の税率を１００分

の２．４６、資産割額の税率を１００分の１．５１、

被保険者均等割額を１万３，６００円とすること。

次の（12）につきましては、第２１条関係で、低所

得世帯に対する国民健康保険税の軽減額を所得金

額等に応じて定めること及び国民健康保険税の納

税義務者の属する世帯内に未就学児がおられる場

合における当該未就学児に係る被保険者均等割額

について規定するものです。 

 ２の附則において、（１）で、この条例は令和５

年４月１日から施行すること。（２）で、改正後の

条例の規定は令和５年度以後の年度分の国民健康

保険税について適用し、令和４年度分までの国民健

康保険税については、従前の例によることとしてい

ます。 

 ７６ページ以降に、新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 
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○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 第１０号議案、豊岡市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例制定について、

反対の意見を申し上げます。 

 国民健康保険税率の改正については、昨年はコロ

ナ禍の中で、基金と繰越金の活用で値上げなしの国

保税額で市民にはうれしいことでした。今年度は昨

年より３か月早い条例提案で、５億円の基金を活用

して、コロナ禍や物価高騰等に苦しむ市民の暮らし

を支え応援することが、今求められていると考えま

す。提案された条例案は基金投入７，０００万円で

すが、なぜ７，０００万円なのか、１億導入で税引

上げを抑えられなかったのか、平準化で２，４００

円の引上げは、今でも払いたくても払えない人たち

にとっては高価な国保税をさらに引き上げるもの

です。よって、条例改正に反対の意見とします。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ただいまの第１０号議案の豊

岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制

定について、賛成の立場で討論をさせていただきま

す。７，０００万円の基金の取崩しということで、

７，０００万円から１億円の例を提示されて、委員

会で発表をされて、委員の大多数が７，０００万円

の基金の取崩しですれば、そんな大きな年間として

は、負担の増にならないということで、委員の大多

数が７，０００万円の基金の取崩しでやっていこう

ということで決定したものであります。 

 そして、２０３０年でしたかね。２０２７年まで

で、移行期間が２０３０年、たしかそうだったと思

います。そういう格好で基金の取崩しも順次やって

いって、県の統一の２０２７年、最初の移行を含め

て、２０３０年から県の統一にやっていこうという

ことで、順次基金の取崩しを平準化してやっていこ

うということで、ほぼ全会一致という格好で７，０

００万円の基金の取崩しで決定したものであり、こ

の議案に対して賛成の立場で討論とさせていただ

きます。 

 委員の皆さんの賛同、よろしくお願いいたします。

以上です。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、賛成、反対の意

見がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（岡本 昭治） 賛成多数により、第１０号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 次に、第２６号議案、令和５年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 令和５年度豊岡市特別会

計予算並びに予算説明書の３ページをご覧くださ

い。 

 第２６号議案、令和５年度豊岡市国民健康保険事

業特別会計（事業勘定）予算についてご説明いたし

ます。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ８８億９，４１２万９，０００円と定めています。

第２条で、一時借入金の借入れの最高額を５億円と

定めています。第３条は、歳出予算の流用ができる

場合を定めるもので、給料、職員手当及び共済費の

予算に過不足が生じた場合は、同一款内での各項間

の流用を、また、保険給付費の予算に過不足が生じ

た場合には、各項間の流用をできるようにするもの

でございます。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１、２０

２３年度豊岡市予算についての１７ページをご覧

ください。 

 予算の概要ですが、本会計は、国民健康保険法に

基づき、豊岡市国民健康保険事業に係る予算を定め

るものです。本予算の編成に当たっては、県が提示
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する国民健康保険納付金及び標準保険税率で用い

られた算定時の基礎金額を予算項目に充てること

を基本に国民健康保険財政調整基金を活用して、国

保税の軽減を図ることとした国保運営協議会の答

申に基づき、国保税の税率改定を反映した予算とし

ております。 

 ２０ページ、２１ページをご覧ください。歳出予

算総括表によりまして、歳出の内訳について主なも

のをご説明いたします。 

 １款総務費は、国保事業運営に係る人件費及び必

要な事務経費を計上しています。 

 次の２款保険給付費は、県が令和４年度の医療費

実績と過去２年間の医療費の平均伸び率等から補

正をし、本市分を算出した内示額６１億５，００８

万円を計上しています。前年度当初と比較して４，

２８０万円の減額となっています。この減額理由と

しましては、少子化と団塊世代の高齢者が後期高齢

者移行制度に移行している等によりまして、被保険

者数の減少の影響が、医療の高度化やコロナウイル

ス感染症拡大による受診控えの解消等による１人

当たりの給付費の増加の影響を上回ることにより

ます。なお、出産育児一時金につきましては、先ほ

ど上げました第９号議案のほうで、当該一時金の額

の引上げを反映した予算計上としております。 

 次の３款国民健康保険事業費納付金につきまし

ては、医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護

納付金分を合算した額を県へ納付金として納める

もので、県からの内示額２４億８９７万円を計上し

ています。前年度に比べまして、３，２９１万９，

０００円の減額となっています。県の医療給付費分

の算定では、令和３年度から医療費水準を反映しな

い算定をすることになりまして、納付金の増加が懸

念されるところでございましたが、本年度も納付金

算定の統一における県のインセンティブ交付金措

置は維持されておりまして、医療給付費の減少を受

けて納付金が減少いたしました。 

 次に８款保健事業費は、レセプト点検をはじめ、

医療費の適正化対策に係ります事業、特定健康診査、

特定保健指導事業及び生活習慣病の重症化を予防

するために要する費用で１億３，０９８万５，００

０円を計上しております。前年度に比べまして３５

０万７，０００円を増額していますが、主な理由と

しましては、保健衛生普及費の保健事業におきまし

て、本年度は第２期データヘルス計画の最終評価を

行う年になっておりまして、この業務委託費の計上

等によります。また、被保険者自身が積極的に健康

管理を行っていただくため、特定健診において４０

歳以上７５歳未満の国保加入者は受診料を本年度

も無料とすることにしております。 

 次の９款基金積立金２６７万３，０００円につき

ましては、特別交付金における特別調整交付金のう

ち、直診勘定繰出金を除いた額及び財政調整基金の

利子を国保財政調整基金に積み立てるものでござ

います。 

 次に１１款諸支出金５，２４０万１，０００円に

つきましては、国保税の過年度過誤納還付金、前年

度で過年度過大交付を受けました保険給付費等交

付金の県への償還金及び国保直診診療所の運営支

援をするための当該直診勘定会計への繰出金でご

ざいます。歳出は以上です。 

 １枚戻っていただきまして、１８、１９ページの

歳入の予算総括表をご覧ください。歳入の主な内訳

ですが、１款国民健康保険税につきましては、今議

会に第１０号議案で上程しております、先ほどの国

保税率等によりまして賦課徴収する必要額を計上

しております。 

 １つ飛んで、３款国庫支出金１００万円につきま

しては、ヘルスアップ計画における事業評価実施に

伴う国庫補助金でございます。 

 次に４款県支出金６５億５，２３８万４，０００

円ですが、普通交付金分は、歳出で計上しておりま

す保険給付費等から計上して、また、特別交付金分

につきましては、県から内示のあった繰入金等を計

上しております。普通交付金は、前年度当初と比較

して４，７４１万円、特別交付金は６，９０８万円

のそれぞれ減額となっております。 

 １つ飛んで、６款繰入金７億４，３７１万８，０

００円は、一般会計繰入金及び基金繰入金でござい
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ます。一般会計繰入金は、主に低所得者世帯の国保

税軽減分に係ります保険基盤安定繰入金及び国保

事業執行の必要経費に係る職員給与費等繰入金で、

基金繰入金につきましては、国保税の賦課額を抑え

るために、国民健康保険財政調整基金から繰り入れ

るものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 第２６号議案、豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）の予算について、

これについては、基金７，０００万円投入の繰入れ

の予算になっておるので、先ほどの第１０号議案の

ときと同様の理由で反対をいたします。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ただいまの議案となっていま

す案件に対しまして、先ほどの賛成討論と同じで賛

成といたします。内容は同じです。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（岡本 昭治） 賛成、反対の意見がありま

すので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきに賛成の委員の

挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（岡本 昭治） 賛成多数により、第２６号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 次に、第２７号議案、令和５年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、特別会計

予算書の４５ページをお願いします。 

 第２７号議案、令和５年度豊岡市国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）予算についてご説明いたし

ます。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額を、それ

ぞれ７，３７５万６，０００円と定め、第２条で、

一時借入金の借入最高額を１，０００万円と定める

ものです。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、２５ページをお願い

します。予算の概要ですが、本会計は、国民健康保

険法に基づき、資母診療所の運営を行うものです。 

 次に、２８、２９ページをお願いします。まず、

歳出についてですが、総務費については、医師、看

護師等の人件費、診療所運営に係る管理費などです。

医業費につきましては、医療用消耗器材費、医薬品

等の医薬材料費などでございます。公債費について

は、施設整備や医療機器購入に係る利子償還金とな

っております。 

 戻っていただいて、２６、２７ページをお願いし

ます。歳入についてですが、診療収入については診

療報酬などによるもの、使用料及び手数料について

は、診断書の文書料などによるもので、繰入金につ

いては、一般会計と国保事業勘定からのものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第２７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第２８号議案、令和５年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計予算を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 
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 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、特別会計予算

書の６９ページをお願いいたします。 

 第２８号議案、令和５年度豊岡市後期高齢者医療

事業特別会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額を、それ

ぞれ１３億６，９１２万６，０００円と定めていま

す。第２条で、一時借入金の借入れの最高額を５，

０００万円と定めています。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１の２０

２３年度豊岡市予算についての３３ページをご覧

ください。予算の概要ですが、本会計は、高齢者の

医療の確保に関する法律の規定に基づきまして、後

期高齢者医療事業に係る予算を定めるものです。 

 ３６、３７ページをご覧ください。まず、歳出予

算総括表により、主なものをご説明いたします。 

 １款総務費の３，１０５万円は、一般職員及び会

計年度任用職員に係る人件費のほか、必要な事務経

費を計上しております。一般管理費で、前年度に比

べて４６３万３，０００円の減額となっております

が、主な理由としましては、前年度は窓口２割負担

の導入に伴う被保険者証の更新がありまして、郵送

料のほうを例年より多く計上していたことにより

ます。 

 次の２款後期高齢者医療広域連合納付金１３億

３，６０２万１，０００円は、徴収した保険料、保

険基盤安定負担金及び保険料滞納延滞金を運営主

体であります兵庫県後期高齢者医療広域連合に納

付するものでございます。前年度に比べて５，３８

２万１，０００円の増額となっております。 

 １枚戻っていただきまして、３４、３５ページを

ご覧ください。歳入の主な内訳ですが、１款保険料

１０億３，２６４万３，０００円は、兵庫県後期高

齢者医療広域連合から示された令和５年度の見込

額でございまして、被保険者の増加に伴い、前年度

に比べ５，３９８万６，０００円の増額となってお

ります。 

 次に４款繰入金３億３，４８４万５，０００円に

つきましては、事務費、保険基盤安定及び職員給与

費等に係る繰入金の見込額を計上しております。前

年度に比べ９６１万４，０００円の減額となります

が、歳出の総務費の減額に伴うものでございます。 

 次の６款諸収入１５３万７，０００円のうち、保

険料還付金、保険料還付加算金につきましては、兵

庫県後期高齢者医療広域連合から歳入しまして、同

額を歳出に計上しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第２８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第２９号議案、令和５年度豊岡市介護保険

事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、別冊、特

別会計予算書の９３ページをご覧ください。 

 第２９号議案、令和５年度豊岡市介護保険事業特

別会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出の予算の総額を、そ

れぞれ１０２億７，４４２万１，０００円と定め、

第２条で、一時借入金の借入最高額を５億円と定め

るものであります。第３条は、歳出予算の流用がで

きる場合を定めたもので、第１号は、給料、職員手

当及び共済費の流用について、第２号は、保険給付

費及び地域支援事業費の流用について、いずれも同

一款内での各項の間の流用ができることとするも

のであります。 

 予算の主な内容につきましては、別冊、豊岡市予
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算についてで説明しますので、４１ページをご覧く

ださい。  

  予算の概要ですが、本会計は、介護保険法の規定

に基づく介護保険事業に係る予算であり、２０２３

年度は、豊岡市老人福祉計画・第８期介護保険事業

計画の最終年の３年目に当たり、この計画に基づき

予算を計上し、介護サービスに対する保険給付、ま

たは地域支援事業を実施するものであります。 

 続いて、４４、４５ページをご覧ください。予算

総括表で説明いたします。まず、歳出ですが、１款

総務費については、職員の人件費、介護保険事業運

営に係る事務費、介護認定審査会に係る人件費及び

事務費などです。その中で、令和５年度は、２０２

４年度、令和６年度から、２０２６年度、令和８年

度までの３か年にわたる豊岡市老人福祉計画・第９

期介護保険事業計画を作成しますので、その業務費

として５４２万５，０００円を計上しております。 

 その下、２款保険給付費は、介護サービス費及び

介護予防サービス費など、各種サービス費に係る費

用であります。５年度予算は、前年度に比べ２億１，

５２８万円増加しております。前年度に比べ、居宅

サービス、地域密着型サービスの事業費が増加をし

ております。 

 続いて、３款地域支援事業費です。地域支援事業

費は、高齢者が要介護状態または要支援状態になる

ことを予防し、要介護状態になったとしても、可能

な限り地域において自立した日常生活を営むこと

ができるよう支援するものであります。主なものと

しましては、まず、介護予防・生活支援サービス事

業費です。この中には、要支援の方などが利用され

る訪問介護や通所介護事業、掃除、ごみ出し、洗濯、

買物などの家事援助を行う支え合い生活支援サー

ビス事業、短時間の運動や食事を提供する支え合い

通所介護事業などがあります。また、他の主な事業

としまして、在宅医療・介護連携推進事業費、生活

支援体制整備事業費、近年特に多い認知症の対策と

して認知症総合支援事業費、社会福祉協議会に委託

をしております地域包括支援センターの運営事業

費などがあります。 

 続きまして、７款諸支出金については、第１号被

保険者が年度途中の死亡や所得更生によって生じ

る介護保険料の還付金等の費用であります。 

 予備費については、５００万円としております。 

 戻っていただきまして、４２、４３ページをご覧

ください。歳入です。まず、第１款保険料は、第１

号被保険者６５歳以上の方の介護保険料でありま

す。 

 次に３款国庫支出金は、保険給付費に係る負担金、

調整交付金及び地域支援事業費に係る交付金であ

ります。その中で、保険者機能強化推進交付金は、

高齢者の自立支援、重度化防止等に関する保険者の

取組について、また、介護保険保険者努力支援交付

金は、介護予防の位置づけを高めるため、介護予防、

健康づくり等の取組について、それぞれ評価するこ

とにより交付される交付金であります。この２種類

の交付金は、地域支援事業費で充当しております。 

 ４款の支払基金交付金は、社会保険診療報酬支払

基金から保険給付費と地域支援事業費に係る第２

号被保険者の負担分として交付される交付金であ

ります。 

 ５款県支出金については、保険給付費に係る負担

金、地域支援事業に係る交付金であります。 

 ７款繰入金につきましては、介護給付費や地域支

援事業、低所得者保険料軽減や事務費等に係る一般

会計からの繰入金であります。 

 最後に、９款諸収入は、地域支援事業に係る食の

自立支援事業の利用者負担金などの雑収入となっ

ております。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第２９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３０号議案、令和５年度豊岡市診療所事

業特別会計予算を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、特別会計

予算書の１４１ページをお願いします。 

 第３０号議案、令和５年度豊岡市診療所事業特別

会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額を、それ

ぞれ２億６，８５８万８，０００円と定め、第２条

で、地方債について定め、第３条で、一時借入金の

借入最高額を２，０００万円と定めております。 

 次に、１４４ページをお願いします。地方債につ

いては、診療所整備事業費で、限度額を６０万円と

しています。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、４９ページをお願い

します。予算の概要ですが、本会計は、休日急病診

療所など４か所の市立診療所と１か所の市立歯科

診療所の管理運営を行うものです。 

 次に、５２、５３ページをお願いします。まず、

歳出についてですが、休日急病診療所費から、但東

歯科診療所費まで同じ内容になります。総務費につ

いては、医師、看護師等の人件費や診療所運営に係

る管理費などです。医業費については、医薬品等の

消耗資材費や医薬材料費などになります。公債費に

ついては、一時借入金、利子、市債の元金と利子に

なります。なお、今回の予算の中で、医療用備品の

購入や施設整備の主なものですが、森本診療所費の

医業費では、感染症遺伝子検査装置を新規購入しま

す。高橋診療所費では、一般管理費で雨漏りなどの

修繕を行い、医業費で血圧脈波検査装置一式と汎用

超音波画像診断装置一式の新規購入を予定してい

ます。 

 戻っていただいて、５０、５１ページをお願いし

ます。歳入ですが、休日急病診療所収入から但東歯

科診療所収入までについては、診療収入手数料、一

般会計繰入金のほか、医療機器整備に係る県補助、

地方債などを計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） １点だけ、委員長。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと１点だけ確認させて

ください。但東の歯科診療所なんですけど、週これ

何回で、何人ぐらい患者さんが来られとるか、その

辺だけ、ちょっと紹介をお願いしたいと思います。 

○委員長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 但東の歯科診療所に

ついては、木曜日の１日ということで、週１日、大

体、二十二、三人の患者さんが来ているという状況

です。以上です。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第３０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３１号議案、令和５年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 別冊、豊岡市特別会

計予算並びに予算説明書の１８７ページをご覧く

ださい。第３１号議案、令和５年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額を、それ
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ぞれ７６４万９，０００円と定めています。第２条

では、一時借入金の借入れの最高額を１００万円と

定めています。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１、２０

２３年度豊岡市予算についての５７ページをご覧

ください。 

 本会計は、豊岡市立西霊苑及び東霊苑の管理運営

に係る予算を定めるものです。 

 続いて、５８ページ、５９ページをご覧ください。

歳入及び歳出予算総括表により、主なものをご説明

いたします。まず、下の段２の歳出予算総括表をご

覧ください。霊苑管理費は保守点検及び維持管理に

係る委託料２６５万４，０００円のほか、基金積立

金に７５２万円などを計上しています。すみません、

７５万２，０００円です。失礼しました。 

 次に、上段１の歳入ですが、使用料及び手数料は、

永代使用料と管理料などで７５２万５，０００円を

計上し、ほかの款において、財産収入、繰越金及び

諸収入を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 西霊苑についても、東霊苑に

ついても、空きがかなりあると思います。特に西霊

苑は何かどんどん空きが増えていっとるというこ

とですけど、現状と今後の対策はどのように考えて

おられるか、お知らせいただきたいと思います。 

○委員長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 西田委員ご指摘のと

おり、西霊苑は今墓じまいで、返ってくるほうが多

い状況にございます。ちょっと古い資料で大変恐縮

ですけども、２０２１年度末で１，３１１区画のう

ち、西の区画数は７８区画、これは多分今年度でま

た増えています。東霊苑については３２３区画のう

ち１８３区画がまだ空いてるような状況でござい

ます。これについては、今後の対応というんでしょ

うか、どうしても永代使用を考えておられる市民の

方が、どちらの霊苑をお使いになるか、その利便性

のこともありますので、なかなかこちらから積極的

にどうだ、ああだとは言えないですけども、市民の

方のほうが空いてる区画を探してきて、あそこ空い

てるんですかというような問合せがあります。なの

で、その中で、そこを確認していただいて、またそ

こを永代使用としてお渡しするというようなこと

の繰り返しでして、なかなかこれが両方埋まってい

くという、そもそも西霊苑がいっぱいになるからと

いうことで、東霊苑の計画ができて造ったんですけ

ども、なかなか今それがうまくいってないような状

況にございます。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） どんどん減る状況っちゅうの

は、もう私らも把握しておるんですけど、埋めるよ

うな対策って何か考えておられますか。例えばです

けど、若干金額を下げるとか、そういうような何か、

以前買った人に対してはちょっと問題があるんだ

と思うんですけど、何か対策を考えないと減るばっ

かりだと思いますんで、どうでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） これにつきましては、

毎年９月ですね、現地案内会を開催してまして、こ

れは西、東問わず、霊苑のほうのご案内をして、営

業のようなものをしているということでございま

す。なかなか今のいただきましたご意見の中に、永

代使用料を下げるだとかっていうようなことがご

意見としてあったんですけども、ちょっと今の段階

ではそのようなことは考えてないようなことでご

ざいます。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ
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って、第３１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３２号議案、令和５年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それでは、別冊の豊

岡市特別会計予算並びに予算説明書の２０３ペー

ジをご覧ください。 

 第３２号議案、令和５年度豊岡市太陽光発電事業

特別会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額を、それぞ

れ１億１８２万８，０００円と定めています。第２

条で、一時借入金の借入れの最高額を１，０００万

円と定めています。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１、２０

２３年度豊岡市予算についての６１ページをご覧

ください。 

 本会計は、山宮、但馬空港、竹貫の３か所の地場

発電ソーラーの管理運営に係る予算を定めるもの

です。 

 続いて、６２ページ、６３ページをご覧ください。

歳入及び歳出予算総括表により主なものをご説明

いたします。 

 まず、下段の歳出予算総括表をご覧ください。総

務費の７６９万５，０００円は、事業執行に伴う事

務費と基金積立金を計上しています。施設費は山宮、

コウノトリ但馬空港、竹貫の３か所の地場ソーラー

の施設管理費を計上しています。昨年度と比べ１，

０００万円余り減額しているのは、山宮地場ソーラ

ー発電所において、昨年度は大規模修繕等の予算を

計上していたことによります。諸支出金では、一般

会計への繰出金４，７５４万円を計上するなどをい

たしております。 

 次に、上段１の歳入予算総括表では、財産収入で

生産物売払い収入を含め９，９４８万６，０００円

を計上しています。その他繰入金のほか、必要な歳

入を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第３２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で市民生活部、健康福祉部に係る令和５年度

一般会計予算の説明、質疑並びに令和５年度各特別

会計予算の説明、質疑、討論、表決は終了しました。 

 当局の職員の方は退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は３時２０分。 

午後３時１１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時２０分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、分科会を再開

します。 

 それでは、第２５号議案、令和５年度豊岡市一般

会計予算の審査につきましては、先ほど質疑まで終

えましたので、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

○委員（上田 伴子） ２５号議案ですね。 

○分科会長（岡本 昭治） そうです。２５号議案。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 一般会計予算書３２７ページ、

新文化会館整備事業１１億８，１６０万４，０００

円の予算についての反対をいたします。 

 ２０２２年７月の議員説明会では、急激に高騰し

ている資材単価等で精査した結果、概算工事費５１．

６億円になるとの説明で、目標の４９億円より２．

６億円増加とのことでした。２０２３年２月３日に

行われた議員説明会の中で、昨年７月以降、現在で
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もウクライナ情勢やコロナ禍等は終息せず、円安の

影響も加わり、建設資材は高騰のままで精査した結

果、全体工事費が６５億円となり、さらに３億円の

増加となっています。さらにこれに現市民会館の解

体工事費を含めると７０億円とも言われています。

委員会の意見要望事項として、できるだけ経費を抑

えるようにと以前言っていましたが、資材等の高騰

が収まらない中で、反対にさらなる予算拡大となっ

てしまっています。今の市民生活を考えると、これ

を推し進めるのではなく、立ち止まり、現市民会館

を使い続ける方向で考えるのがよいと思います。耐

震工事は既に済ませてある施設で長寿命化を図っ

て大規模改修を行うほうがよいと考え、この予算に

反対します。 

○分科会長（岡本 昭治） 賛成の方は。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 第２５号議案に対しまして賛

成の立場でします。 

 先ほど反対討論がありましたけれども、今年度新

たないろんな様々な事業が執り行われる内容につ

きましては、それぞれ適切、妥当であり、またいず

れも重要な議案であると思います。よって、執行さ

れるべき内容であると思います。よって、賛成の立

場で討論をいたします。賛同の議員の方、よろしく

お願いいたします。 

○分科会長（岡本 昭治） 賛成、反対の意見があり

ますので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものとすること

に賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（岡本 昭治） 賛成多数により、第２５

号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

 次に、分科会意見・要望の取りまとめに入らせて

いただきます。 

 本日予定している案件の審査は終了しました。今

申し上げましたとおり、分科会意見・要望の取りま

とめに入ります。 

 第２５号議案、令和５年度豊岡市一般会計予算に

ついて、当分科会の意見、要望として、予算決算委

員会に報告すべき内容についてご協議いただきた

いと思います。 

 ちょっと暫時休憩いたします。 

午後３時２２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時２３分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） 分科会を再開いたします。 

 それでは、意見、要望のある方のほうから説明を

お願いいたします。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 意見、要望の中身、文章化し

たものについて読ませていただいて、提案といいま

すか、皆さんにお諮りしたいと思います。 

 新文化会館整備事業は、当初の計画を大きく上回

る予算規模となっており、今後１円でも軽減する努

力が必要である。特にコロナの中で大幅な資材額と

なっており、今後も想定以上の巨額の追加予算の可

能性も考えられるので、現在示されている予算内に

納めることを前提に実施されるように強く要望す

る。また、今後想定以上の予算額になる場合には、

事前に議会と協議を行うとともに、新文化会館整備

事業とは、市民の大きな負担を伴うことを十分理解

して実施されるようされたいと。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） ありがとうございます。 

 ただいま案文の説明がございました。このことに

ついて協議をいたしたいというふうに思います。 

 意見、要望については、文教民生委員会で要望す

るということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ただいま協議いただきま

した分科会意見・要望の分科会長報告の案文につい

ては、正副分科会長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 次に、米田議員のほうから。 

○委員（米田 達也） お昼にですね、グループウエ
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アのメールのほうで、皆様には送らせていただいた

んですけども。再度、読み上げをさせて、上田委員、

見ていただけましたか。 

○委員（上田 伴子） ごめんなさい。 

○委員（米田 達也） グループウエアのローカルメ

ールで送らせてもらってると思います。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員（米田 達也） 改めたほうがいいという文書

でしたり、これを付け加えたらどうかというような

ことがあればアドバイスいただけたらと思います。 

 読み上げさせていただきます。 

 ２５号議案、一般会計予算のうち、竹野小学校移

転建て替え、施設一体型小中一貫校の実施設計に

小・中合わせて７，２０５万５，０００円の予算が

組まれているが、一昨年建て替え案が示された時点

より移転後の跡地がどうなるのかを不安視する声

があった。義務教育学校について何ら反対するもの

ではないものの、跡地についてはいまだ議論はなさ

れておらず、地域住民の理解も得られていない現状

が見られる。今後の市政において、義務教育学校推

進の中、先例となる竹野のみならず、市内各地域に

おいても廃校後の跡地利用については、地域住民と

の対話を重ね、理解を求めるとともに、意見に向き

合っていただくよう申し入れます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） はい。 

○委員（米田 達也） 冒頭のこの施設一体型小中一

貫校というのを、長いので、義務教育学校ってちょ

っと置き換えてるんですけど、この施設一体型小中

一貫校にしたほうが、統一したほうがいいのか、あ

るいは義務教育学校で統一……。 

○委員（上田 伴子） そのほうがいいわ。だって、

仮に義務教育。 

○委員（米田 達也） 学校って、分かれへんかもね。

じゃあ、この義務教育学校という言葉を施設一体型

小中一貫校に、２か所直させていただきます。 

○分科会長（岡本 昭治） 今、朗読していただいた

案文と修正案について、文教民生委員会の意見、要

望として上げることにご異議ございませんでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） それと、ただいまご協議

いただきました分科会意見・要望を含む分科会長報

告の案文については、正副分科会長に一任いただき

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○委員（竹中  理） １点だけ。新文化会館の、石

田委員が言われたやつで、全然おおむねええと思う

んですけど、一文、もし付け加えていただけるんだ

ったら、その議会に対して、そういった金額とかが

上がった場合に対しては、もう速やかに議会のほう

に報告されたいっていうようなことが入ったらい

いかなって思いますけど、いかがでしょうか。 

○委員（石田  清） 中にね、今後想定以上の予算

が……。 

○分科会長（岡本 昭治） ちょっと。 

○委員（竹中  理） 入ってましたか。 

○分科会長（岡本 昭治） ちょっと休憩いたします。 

午後３時２８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時２８分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） 再開いたします。 

 今、修正案のありましたことについては、そのよ

うに対応していただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 ここで分科会を閉会いたします。 

午後３時２８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時２８分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 委員会を再開します。 

 次に、委員会意見・要望のまとめについてです。 

 第９号、第１０号議案の条例改正と、第２６号か

ら第３２号議案までの各特別会計の令和５年度予

算について、当委員会の意見、要望として、委員長

報告に対すべき内容についてご協議いただきたい

と思います。 

 何か内容はございませんでしょうか。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時２９分 委員会休憩 

──────────────────── 
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午後３時３０分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 再開いたします。 

 意見、要望についてのご要望とかありますでしょ

うか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 今回は特に意見、要望とする

案件はないと思いますんで、なしで結構だと思いま

す。 

○委員長（岡本 昭治） そのようにさせていただき

ますけど、異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 その他のところに移ります。協議事項４番、その

他について、委員の皆さんから特にご発言はありま

せんか。 

 次回の委員会開催についてですが、日時は、明日

３月１４日火曜日、９時半から、場所は当委員会室

で開催いたします。 

 以上をもちまして文教民生委員会を閉会いたし

ます。ご苦労さまでした。 

午後３時３２分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


